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どんな図形の面矛責も

早く キモト・プラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上

簡単に紫走局蕊駕鰯
学的に円筒軸方向に走壷しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光電管に受光
されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累積することによっ

て、図形の而職を平方センチメートルで表

示する商精度のデジタル面積測定機です。

キモト・プラニは、機構部、独立同期魎源

部および、カウンタ一部分よりなっており

ます。

本磯は地図、地質調壷、土木、建築、農業
土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。

キモト･~瓦ラニ

株式会社もちと

キモ'一･アラー

△

且

■

ザ

■

ｒ

■

■

■

ｒ

９

ｑ

Ⅱ

。

■

．

■

■

■

■

I

q

一

■
■

Ｆ
酢早

】

こ

ぎ

《

』

Ｆ

画

や

宮

本社束庶都新宿区新宿2-13TEL354-0361"
大阪営梁所大阪市南区上本町4-613-3TEL763-0891"

、 色～ ●｡■●一＝ロマー印●～ず－4誼0今ﾛ公一=ぬa室一一〆

；

引 違耆庫1
1
1
姉

一開閉に場所をとらずスペースを立体的に1

i活用できる引戸式です－

i
■オフィス■図書館■学校等に最適

＃

1
＜お問合せ＞ ；

社団法人日本林業技術協会i
東京都千代田区六醤町7番地〒'02：
TEL代表261-5281 N

H

I
※その他スチール製品の全てを取揃えておりますので

ご相縦に応じます。

東域難蕊社1
弟二工場東京都板橋区舟渡1－15；

M
司 令■g①缶 ＝一ざの一一ユ－~■●ゴ夕一一一■…、

剣●今一■

押
望
４
用
ｑ
ｑ
ｑ
■
砂
口
内
砥
』
百
凸
田
町
唖
１
口
●
。
■
轄
呼
‐
９
で
日
必
醇
碕
■
且
可
ｕ
■

６
凸
■
■
■
■
■
９
１
０
１
０
〃
■
毎
戸

JIS-FGB4号引遮書庫重ね
（ガラス・鉄ペース付）

1,760(W)×400(D)×1,760(H)
ベース(H)60

定価￥48,500（送料共）

JIS-FGB3号引達書庫重ね
（ガラス・鉄ペース付）
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図説：森林計画と森林調査
○図、写真一部カラー使用

○タイトル，写真，図の説明は英文併記

○林野庁計画課監修
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新しい林業，林学時代への幕明け

うめだ糸きお

梅田三樹男
（林試・機械化部長）伊

最近，国民一般の森林に対する価値観が変わり，森林の直接効用である木材生産ということより
も，森林の間接効用とされてきた風致，保健休養ないしは野外レクリエーション地域としての効用
を期待する方向に重点が移りつつある。この傾向は今後国民所得が向上し，かつ外貨蓄積が進行す
ればするほどますます増大するものと思われる。このため特に国有林に対する風当たりが強くな
り，環境破壊の元凶として，国有林の伐採方法やあるいは薬剤散布の問題がしばしばマスコミから
批判されるようになった。

国有林の職員にとっては，戦時中は軍用材の供出という名の下に伐採を強いられ，戦後は戦後で
外貨不足のもとで国土復興のためにそれ以上の増産を課せられて，今日までひたすら努力してきた
のに，このように突然に非難を受けることは，まことに心外千万のことであろう。わたくしもかつ
"て営林局長として九州在任中，伐採してくれという陳情よりも，どこそこの山を伐採しないでほし
､､という陳情の多いのにとまどいを感じたものである。

ところで「国有林は国民の山である」というのは国有林関係者がよく口にする言葉であるが，国

民が森林に対し，木材の生産よりも森林の持つ間接効用を期待する方向に変わりつつあるとするな
．らぱ，国有林も国民の期待に沿って方向転換を考えるべきではなかろうか。塩谷教授のお言葉を借
りれば「生産林業から厚生林業」への転換である。

森林を伐採せずに，樹木をたてたままで，風致とか水源とかレクリエーション資源として役立
て，それによって収入をあげうるならば，これこそ理想の林業というべきであろう。この場合木材
;を売る必要はないがもし売れれば，その木材は立木の時代に十分な利益を森林所有者にもたらした

Wまずであるから，木材価格は問題にしなくてもよい理屈になる。まことに結構ずくめのことである

が，このような間接効用の対価請求をだれにどのような形でなすべきかとなると，間接効用の測定

方法とか立法措置とかいろいろとムツカシイ問題が山積みしていることに気がつく。しかもこれら

の問題は従来わが国ではだれもが手をつけていないまったく新しい分野であり，当分研究材料には

こと欠かないし，さぞやりがいのある分野だろうと思っていたら，だれしも同じことを考えるもの

とみえて，今年ある国立大学の農学部合格者中，鎧も成績優秀な者が林学科に集中したので教官が
不審に思って事情を調査したところ，これら林学志望者は木材生産林業を学びに来たのではなく

､て，前記の厚生林業に興味を抱いて入学したらしいことが判明したという。これが他の大学にも共
通する傾向であるかどうかはわたくしは知らないが，とにかく，俊秀が林学に集まってくること

』ま，明治時代の国有林の黎明期をホウフツさせるものがあって頼もしい限りである。
どうかこれが新しい林業林学時代への幕明けとなることを心から念願してやまないものであ
る。
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日本林業大学論

大味薪挙
（岐阜大学教授）

9

及し，そのあとでわたくしの林業大学の構想を示そうと

思う。

はじめに

森林国の日本に林業大学がない。それどころか林学部

さえもどこにもない。林業以外の産業，たとえば工業界

には工業大学とか工学部があるように，農業，水産業そ
れぞれ大学や学部を持っているし，農業の中の畜産業に

さえ畜産大学があるのに，なぜ林業という大産業にだけ

林業大学のような独立した大学が存在しないのか。これ

はなんとも不思議な現象ではないだろうか。

わたくしは一昨年の本誌12月号に“林学教育はこれで

よいのか”という一文を載せていただき，せめて林学部

だけでも作ろうではないかということを，まず手はじめ

I雛から説いて鏡たのであるが,これに対し知人の間
から「同感する」というような反応があっただけで，一

般には養成も反対もなかった。そこでこんどは理想の旗
をかかげて外濠から遠巻きに攻めて承ることにし，朝日

ジャーナルの今年の1月29日号に“林業大学の実現を”

という題で一矢を放った。するとこんどは見ず知らずの

人から「共鳴する」という便りが寄せられたが，かんじ

んの林業界や林学者の中からの反応は全然こなかった。

そこでわたくしは考えた，これはどうやら皆，お城の中

に閉じこもってしまって声をひそめていることらしい‘

と。すなわち現在静穏のうちに林学教育が続けられ大学

改革の気運もないのに,,なにもいま急に大学解体→統合

といった荒療治の必要はないのではないかと考えている

にちがいないと悟ったのである。

しかしながら今や一般社会は環境汚染その他の公害問

題から森林そのものを重大視し，何らかの期待をかけら

れている現時点に至っても，まだそのように城の中に閉

じこもって過ごしていていいものだろうか。だれかが，

いつかは，どこかで突破しなければならない関門ではな

いかと考え，わたくしはここでいよいよ大手門からの攻

撃をかけて承ることにした次第である。

その城の中に隠された林学教育の内容的矛盾毒わた
くしは三つの疑問の形で明らかにし,その不合理は黙認
できる限界を越えていると見て，大学改革と同時に営林

界に対する林政改革をも求めなければならないことに言

＊

《
】1.わたくしの三つの疑間

わたくしは現在の林学科および同系学科に対して，新

制大学はもちろん旧制大学も含めて次の三つの疑問をも

っている。まず第一は林学科が森林から遊離しているこ

とであり，第二に林学科が林業界の発展から遊離してい

ること，そして第三に林学科が林業生産労働から遊離し

ていることである。

（1）森林からの遊離について

現在，日本全国に散在している林学科のほとんどすべ・

てが大都市の真中に設置されていることに対して不思議

に思う人はいないのだろうか。森林を研究対象にし，森

林の中で学ばせなければならない林業のための大学が，

森林の中になくて都会の中にあると､､うことは，たとえ

明治時代からの惰性とはいえ，考えてみれば奇怪千万な

ことなのである。

たとえば農業系の諸学科を見ても，必ず大学の椎内ま

たは至近距離に農場を持っていて常時研究の対象にして

いる。霞た工学部も付属工場を設けているし，医学部や

教育学部は人間が研究対象であるから都市の中にあるの

が当然だが，さらにそれに付属病院や付属学校を持って

いるのである。それなのにただひとり林学科だけが研究

対象の森林から遊離しているということは，苗畑や少し

ばかりの樹木の存在でいいわけのできるものではない・

し，林学の性質が百年の大計だのどうのと言ってごまか‘

すことのできる時代は，もうはるかに過ぎているものと。

考えるのである。

森林は広大な土地の上に，多種多様な植物や動物が土

や光を媒介として有機的に結びつき，平衡状態を保って

特殊な環境を現出しているが，人間は有史以前よりこの

森林の中の生物として存在していたこと。しかし人間は

森の中で森を利用する存在から文化の発展とともに森か

ら次第に離れ森を破壊する存在に変わりつつあったこ

と。だが洪水その他の災害経験から人間は森を破壊して

《
》
６
０
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鯰人間の生活は成り立たないことを悟りはじめて現在に

至っているということである。

だがしかし人類の森林に対する認識はそれでもなお不

完全であり，人間の生活はもっと復雑に森林と何らかの

,関連を持っているのではないかということがエコロジー

の発達によって示唆され，このことは燈近の大気汚染や

水質汚濁や薬剤過用の公害などから，もはや森林を単な

る水資源としてとらえる程度にとどまることを許さな

い，人類にとって重大な意味を持つものとして見直され

はじめている段階にある。その結果は今や世界的に‘‘自

然保謹宣言”という形で“世界人権宣言”に次ぐ大きな

基本理念として打ち出そうとする気運が高まりつつある

情勢である。

人間は森にもどらなければならない。しかしそれは原

始の昔にもどって森にもどるのではなく，文化の発展と

して森にもどる道があるはずだと考える。しかしながら

今の日本の現状ほ，人間のもどるべき故郷である森林そ

･のものを，単に旅行者か登山者のように，時たま森林の

中に入って見るという研究にとどまり，つねに，しかも

鯖密に観測を継続するといったような研究があまりにも

不足していて，とても‘‘森林を科学する”といえる状態

にないように思われる。これでは社会に対しても強力に

発言できる体制にあるとはいえない。そのためまず大学

が位腫的にも研究内容的にも森林から遊離している現状

を解消することから始めなければならないと考えるので

ある。

（2）林業界の発展からの遊離

わたくしは日本の林業界の発展を考えるのに次の三期

に分けるのがよいと思う。すなわ､ら鋪一期は昔から明治

･に入るまでの林業で，これをかりに“原始林業時代”と

名づけよう。この時代は林業は挫業の一部と考えられて

いた時代である。第二期はその後から今度の世界大戦終

了までで“ドイツ林業導入時代”とでもいうのがよい。

林業はこの半世紀の間に農業から離れ，独立した産業形

態をとる時代である。そこで終戦後の第三期に入るので

あるが，どれを“林業機械化時代”とかりに名づけてみ

るが，この時代は‘‘新林産工業勃興時代”といってもよ

い面をあわせ持っていて革命的変化を遂げる時代である

ことば周知のとおりである。

さて林業のための大学教育というものは，この第一期

の原始林業時代という基盤の上に，帝国大学の農学部の

中に林学科として開設されたが，これは第二期のドイツ

林業導入時代のための指導的役割を果たさせる大学とし

てのものであった。

この篤二期の間に，林業は農業とは異質のものとして

次第に独立して行ったが，このことは行政面で一例をあ

げれば，腱務部の中の一課にすぎなかった林務課が次第

に大きくなり分課し，部は農林部と名称を変え，やがて

林務部として独立するといった変化を示したことに象徴

的に現われている。これに対し林学科も単一学科から何

らかの発展がなければならなかったのである。

そこで第三期を迎えるのであるが，この時代への入り

がけに新制大学が作られることになったが，この機会に

林学科は統合して大きく将来の発展を見通さなければい

けなかったし，林業大学を提唱する学者もいたのに，中

央で統率する指導者に欠けていたため，地方に大学とは

いえない林学科を発足させてしまったものである。

この林学科が分散弱化したのと正反対に第三期の林業

界の変化発展は，日本の奇蹟の復興と軌を一にして，そ

の中でも特に顕著な驚異的なものであったが，一方大学

の方の発展の重点は工学部関係の拡大にだけ向けられ，

これと同質の林学科の発展臓ついに考慮されることなく

今日に及んでいるのである。

そのため林業界の構造改革と林産工業の発展の結果，

多種多様の専門技術者を求める時代に入っているのに，

い霞だに林業常識教育の範囲を脱け出せないでいる林学

科は，時代の発展から遊離したものであって，これを放

侭しておくことは許されるものではないと考えるのであ

る。

（3）林業生産労働からの遊離

大学とは教育と研究の場であると定義するとき，この

教育と研究の二者は平行的に考えるべきか一体的に考え

るべきかの意見が分かれることがある。大学は研究が主

体であるという考え方は，教育と研究を平行的に考えた

り分離論になったりして，時に識義を平気でスッポカス

という傾向が今までの大学に多かったようである。これ

に対して大学は研究を通じて行なう教育の場であるとい

う考え方は一・体的考えであり，また戦後の学校教育法の

文中，研究という所をすべて教授研究という語を用し､て

一体的印象を与えているようである。ところが最近にな

って“大学教育とは教育と科学研究と生産労働の三者結

合し一体的に実行するものでなければならない”という

新しい理念が強調されるようになってきたことは注目に

値する傾向である。

ここで生産労働とは何かと具体的に考えて象ると，日

本の大学では実際の社会生産と結びついた高度の重実習

という言葉で表現した方がわかりやすいようである。実

習は従来から大学教育の中の重要な部分を占めていた

が，その内容となると千差万別で，重実習，軽実習，そ

れに見せかけ実習まであるだろう。

｡
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しかし今までの日本の中では，高度の重実習といえる

ようなものを実行している大学はきわめて数少ないよう

で，容易に例をあげられないが，それでも無理に探し出

してゑると，音楽大学での演奏活動は技術関係大学の生

産労働に相当すると考えてよいから，これを一体的に取

り入れている音大を見ると，世界の音楽コンクールにど

しどし入賞者を出し，最高レベルの大学として世界的に

有名になっているのである。また部分的ではあるが工学

部などで生産労働を取り入れ，技術を世界のレベルで検

討しあっているのに接することがある。

これらの例から，もしもすべての大学教育に生産労働

を取り入れて教育と研究に一体化することができたら，

大変なすばらしいことになるのではないかと考えるので

ある。新しい中国では毛首席が大学革命の一環として実

行に移しているとのことであるが，日本でもその方向で

の努力が必要ではないだろうか。

さてここで林学科の現状と照らし合わせて見て桑る

と，前記のように森林からの遊離と林業界の発展からの

遊離は，必然の結果として林業生産労働からの完全な遊

離となり，高度の重実習どころではなく，真の軽実習さ

え数少なく，見せかけ実習に,とどまるという場合が多い

のではないだろうか。

この現状を見つめている林業人は“森林は泣いてい

る”と訴える文の中で，「現在の林学教育はあ重りにも

社会性に乏しく，国の経済との関連や林業経営とも取り

組んでいない」と嘆いて､､るのである。

林学科が林業生産労働から遊離している現状はしかし

ながら林業界ことに営林当局の積極的協力なしに解決で

きる問題ではないことも，ここで特に注意を換起してお

きたいと思う。

見あくきではないだろうか。大学の所轄はなるほど文部

省ではあるが，林業以外を対象とする大学ではないのだ

から，林学科卒業生の受け入れについてだけは全責任を

感じてもらいたいし，少なくとも国有林は林木蓄積の

50％を所有しているのに相応して林業のため国が養成

した大学卒業生の50％を受け入れる義務があるのでは

ないだろうか。

だが営林当局の実際の採用数は，当然受け入れるべき

数の1割程度にすぎないし,ことに昨今の採用数は20数

名とのことである。さてこの2畷名という採用数である

が，実ば戦前の帝国大学時代に毎年採用していた数とあ

まり変わらない数であることに気がついている人がいる．

だろうか。当時は国有林と御料林と北海道国有林などに

分離していたので紛らわしいが合わせて数えればそうだ

ったのである。

現在,20数大学に増加している大学からの卒業生採用

数と，昔の帝国大学数大学の時代の採用数とあまり大差

のない採用数だということは，何という奇怪千万なこと

ではないだろうか。このことは二つの意味を表わしてい

る。すなわち一つは現在の林学科学生たちに対して国そ

のものが残酷で非道な仕打ちを行なっているということ

であり，もう一つは国の林業管理体制が昔のままの時代

錯誤の体制を今もってそのまま続けていぁということを

表わしているのである。

大学がいくら林業常識教育の程度を出ないとはいえ林

業技術者を養成するつもりで教育しているのに，営林当

局が署長とか部局長といった管理者の見習いとしてしか

受け入れないという昔の悪習を，戦後の民主主義理念の‘

新しい社会に変わっても，おかまいなしにそのまま続け

ているとしたらオカシナことであるばかりでなく’果た

して営林の現場もそれでよいと考えているのであろう{

か。

わたくしは最近M営林署の研究上の協力を得ている‘

が，ある日そこの署長のH氏が「わたくしはわたくしな

りにいろいろやって染たいことがあるんですがねえ，せ

めてわたくしの部下に大学出身者が2～3人いればなあ

とつくづく思うんですよ」とポツンといわれたことがあ

る。わたくしは一瞬アッケにとられて黙ってしまった

が，わたくしはこの営林署は署長室の名札ボードから百

名を越す大組織と見て，その中にほ大学出身者も10名や

20名はおられるだろう，もし中に若い人でもいたら協力

願えないかなあという虫のよい望象も持っていたものだ

から，大学出身者がその署長一人とは予想もしなかった

ことで，まったく驚くというよりアッケにとられてし蓑

ったものである。

も
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ll.責任の所在を考える

今ここに一つの会社があって，その会社の株を幾人か

で持っているとすると，その株の50％を持っている人

は，おそらくその会社の社長に選旗れ，その会社の全責

任を負担することになるだろう。

いま国有林は日本の森林面積の1/3を占めているが，

これを林木蓄積の方から見ると，およそ50%を所有し

ていることになる。林業の仕事の量は森林面積よりも林

木蓄稜の方に比例すると考えてよいから，国有林を預か

る営林当局（林野庁）は上記会社の社長と同じ立場にあ

るということができ，林業に関する全淡任を負ってもよ

いはずである。

ところでここにいう林業は広い意味であるから，国が

林業のために開設した大学に関しても責任範囲に入ると

8
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しかしこの営林署だけが偶然にそうなったのかと思っ

たら，地方の営林署ではそれに近いことがザラにあると

聞かされて，どうやらこれば医学界における無医村と同

じ現象が，営林界でしかも広範囲に起こっているらしい

と気がついたのだが，これが林業にとって，いやそれよ

り森林にとって何を意味するだろうかと考えこんでしま

ったのである。

林学科はそれでも国立大学であるということから，入

学試験の実質的競争率は非常に高く，そのため高度の人

材を求めるふるいの役割は果たしているから，そこの卒

業生は中小企業などから重宝がられて就職に困ることは

ない。このことのため大学当局も営林当局も安心しきっ

て，いっこうに局面打開を真剣に考えていないように見

えるのであるが，この不合理はいつかは破局を現出しな

いものでもないと考えるのである。

わたくしはここで昭和32年に“林学部”を構成するこ

との必要性を提案した日本林業研究会林業教育分科会，

およびその内容を文部省に答申した大学設置基準研究協

議会林学専門部会ほ，あれから14年も経過した現在どう

なっているのか知りたいと思う。あの提案には暫定案が

付いていて，少なくも林学科と林産学科の二学科併設の

急務であることを答申していたはずである。

およそ暫定案というものは，せいぜい2～3年くらい

の期間のことをいうものと一般人は考えるのではないだ

ろうか。少なくも暫定案は5年は越えないというのが常

識ではないだろうか。ところがすでに14年もたってい

て，しかも地方の新制の林学科のほとんどは暫定処腫ど

ころのさわぎでなく，開学以来25年の間，ただの1誹座

の増設さえも認められないという情けない大学まで現存

しているのである。

この現状に対し，上記の分科会や専門部会は答申した

だけで実行に対し何の発言もしないでいていいものだろ

うか。当時の関係メンバーはどのようにして選ばれた人

灸であるか知らないが，もし在京者の中から選ばれたも

のなら在京者が責任母体であるから，ふたたび委員を選

んで実行についても当局に進言し，ことに地方の林学科

を無視するということがあってばならないのではないだ

ろうか。

高級のものを目標として世界最大の林業大学を作らなけ

ればならないと考える。なぜならばすべて新しいものを

作る場合には世界最高のものを目標としなければ，テン

ポの早い世界の進歩の情勢からはいつも後手にまわって

立ちおくれてしまうからであって，最近に作られた新幹

線も，オリンピックも万国博も承な世界一を目ざして完

成された例からもそのことを示している。

したがって林業のための大学改革の方法は，文部省の

教官定員増といった些細なものに頼ることなく，地方に

分散弱化している林学科および同系学科と，さらに森林

を研究舞台とする生物系その他の学科を解体して，日本

林業大学として統合することである。

しかも日本林業大学は内容的にも最も新しい理念と形

態によるものでなければならないから，すでに述べてき

たように林政改革を同時に推進させて，大学と営林当局

と密接不可分の体制を図らなければならないことは明ら

かである。

ではいかなる体制を実現させなければならないかを次

に列挙して承よう。

第一には，林業大学の実現のあかつきには多種多様な

高庇の専門技術を身につけた卒業生が送り出されるはず

であるから，これを受け入れる林業の側は，営林の現場

に技術者を多数受け入れられるようにしなければならな
い。

そのため今までのように営林署では署長1人が一番偉

くて大学出身者を当てるというのでなく，また年功を経

た技術のベテランを局の部課長に埋もれさせてしまうと

いうことのないように，営林署には署長と同格またはそ

れ以上に格づけされる技術官を専門ごとに瞳いて集団指
導制を採用するのがよいと思う。

第二には，林業大学と林業試験場は一体化し，大学自

体が今までとは異なる新しい形態をとって，両者間に定
期的人事交流の体制を含むものを考えるのがよいのでは
ないか。

第三に，大学演習林は現在は本当に自由自在な研究に

当てられていないし，破壊を伴うほどの研究など不可能
で，実情は一般営林署の経営と大差ないのだから，すべ

て国有林に返還し，そのかわり林業大学の研究の必要に
応じて，いつでもどこでも使用できるような体制にして
ほしい｡

第四に，新しい林業大学では林業生産労働が教育の重

要部分として取り入れられなければならないのと，前項

の研究普遍化に対する協力体制をとるという二面に，さ

らに事業執行に対するお目付け役も兼ねさせるものとし

て，研究監査官制度のようなものを作ってほしいと考え

全
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Ⅲ、大学改革と林政改革について

林業の先進国であるヨーロッパの諸国にもアメリカに

も林業大学のようなものが林業試験場とか森林公園のよ

うなものと一体化して設置されている例が報告されてい

るが，これから日本に林業大学を創設するとなると，そ

のような前例をすべて取り入れるばかりでなく，さらに
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0）林業経済学科

〔林業経済学*，森林経営学，測樹学，木材商業

学*〕

（2）林政学科

〔林政学窯，森林法学*，森林管理学，林業史学，
林業統計学*〕

（3）林木育種学科

〔林木育種学，遺伝学,種苗学,林木品種改良学〕

（4）造林学科

〔天然更新学，人工造林学,森林立地学,樹芸学〕

（5）森林保護学科

〔森林保護学，林地災害防火学，樹病学，森林気
象学*〕

C.森林工学部

（1）砂防工学科

〔治山緑化工学，治水堰堤工学，土壌保全学，地
すべり学，海岸砂防学，なだれ防止学〕

（2）林業土木学科

〔林業土木学，林道工学,橋梁工学,土木材料学〕

（3）林業機械学科

〔森林収穫工学，集材機械学，運材機械学，索道
工学〕

（4）森林測量学科

〔森林測量学，航空測量学，航空写真図化学，製

図学*〕

D.林産学部

（1）木材理学科

〔木材理学，木材物理学率，材質改良学，木材工
業管理学〕

C)木材加工学科

〔木材加工学，木工機械学，木材装飾学，木工美
学〕

（3）木材化学科

〔木材化学*，樹木生化学，木材防腐学，木材特

殊成分学，森林植物化学〕

（4）林産製造学科

〔林産製造学，木材加工化学，パルプ学，菌茸培

養学〕

注＊印は一般教育担当を兼ねるもの。

〔〕内は講座1～3の規模の，院室とし多角的体

制をとる。

わたくしは林業大学の成否の鍵は理想を実現できる建

設場所が存在するか否かにかかっていると考えている。

それには，第一に森林条件，第二が文化との相対位侭，

第三が居住条件の三者がすべて満足されることが必要で

るのである。

第五に，営林署の現場には署員数の1/3以上1/2ほど

が大学出身者で占められるよう一応の目標を立て，これ

に林業大学卒業生の1/2ずつ毎年営林当局で受け入れる
ため，長期年次計画を立てて実行するが，この漸進的大

改革を円滑に推進できるよう特別な会議制を設ける必要
がある。

最後にこれらの実行は，解体される大学人すべてと営
林当局とによって具体的に検討し計画されていくもので
あり，わたくしは単に思いついた事項だけを参考のため
列挙したにすぎないし，まだまだ足りない問題が残って
いることと考える。またその実現のためには法的措置も

必要になるかもしれないし，経済的裏づけのため政府そ
の他の協力が必要なばかりでなく，建設場所の確保や，
公私の施設のために，林業界から出ておられる国会議員
や，林産工業界の重鎮からの職種的なご協力が必要にな
ると思う。林政改革を不可欠の条件とする日本林業大学
の創立は，きわめて困難な那業ではあるが絶対に実現で
きないものでもないと考えるのである。

口
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Ⅳ．わたくしの林業大学の構想
わたくしの林業大学の構想は，まず森林そのものを研
究する学部を中心にして，これを"森林学部”と名づけ，
新入の学生はすべていったんこの学部の教育を歴修さ
せ，森林に対する深い理解を身につけた者を，次に林業
の専門技術コースを三学部に分かれて進ませるというの
である。これをわかりやすく次に示す。

A.森林学部

（1）森林学科

研究室〔森林生態学，森林影響学，森林美学ド’森林風
致造園学〕

②森林植物学科

〔植物分類学，樹木分類学，枝条形態分類学,植
物生理学，植物病理学〕

（3）森林動物学科

〔昆虫学，鳥学，森林動物学，渓流魚類学，微生
物学〕

（4）地質土壊学科

〔地質学，岩石学，森林土域学，森林肥培学〕

（5）一般教養

哲学部門〔哲学，倫理学〕

文学部門〔文学，論理学，心理学〕
音楽部門〔音楽理論，鑑賞学，実鈎
体育部門〔体育理論，体育実技〕

B.森林生産学部

一
」

ﾛ
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れかの圏内に置くのがよいと思う。

第三条件，林業大学は全国から大学者の参集を求める

ものであるから，それを受け入れる住宅の居住性は股高

級のものでなければならない。また学生も全寮制がとら

れると思うので，その配侭も適切でなければならない

し，学生と教官たちや研究者たちの間に人間的な触れ合

いの場や，家庭的交歓も可能であるように配慮され，教

育的で美しく楽しい環境が現出できるものでなければな

らないと考えるのである。

日本は今やすべてのものが世界的レベルに到達しつつ

ある時代に，林学教育だけが明治の体制のままに放腫さ

れているのを黙っていていいものだろうか。しかも現

在，林業大学の建設場所を獲得するのに千才一過の好機

と考えられる時点においてである。

あると思う。

第一条件，林業大学の中核は森林学部にあるから，当

然その場所は広大な美しい森林の中になければならな

い。それは日本国中の若者の夢やあこがれの的ともなる

ものと考えられ，森の中には美しい湖もなければならな

いだろう。その具体的面積は300ha以上あればよいと

考えるが，森林生産経営も実施できるためには1,000ha

に近い面積がほしい。しかし必ずしも一箇所にまとまっ

ていなくても近距離に2～3団地に分かれていてもさし

つかえないだろう。

第二条件，いくら適当な森林があっても，文化から遠

く離れた未開の山奥では困るだろう。また工学に近いも

のを内包する学部もあるから文化工業圏に近接している

ことも必要である。日本では東京文化圏と関西文化圏と

が何ごとによらず競争関係にあるようだから，このいず

凸

「

傘

しかし，今ではほとんど杓子つくりも絶え，ただ一

人観光客の見世物として温泉旅館で実演をしているに

すぎない。湯西川の上流に杓子小屋が残っているが，

目をくれる村･人もなく雑木に埋まっている。

杓子つくり

栃木県栗山村は山村である。プブｰやトチ，高い山に

はクロピ，シラピが豊富にあったので，杓子や曲物つ

くりが昔は村の生業になっていた。湯西川の杓子つく

りのはじまりは江戸時代の中期で，明治から大正にか

けて最盛期となり湯西川の重要な産業となった。昭和

3年ごろの値段が’4寸(12cm)600個で17円,3

寸2分(9.7cm)600個で16円だった。

湯西川の杓子は会津の桧枝岐系だといわれている。

ブナの林に杓子小屋を建てる。小屋は間口1.8m,奥

行2.7mほどの掘立小屋で，木地師自身でつくる。夏

のころ仕事をする小屋は簡単なできで夏小屋といい，

冬の小屋は周囲を木の皮や莚でおおい雪や寒気に耐え

る｡材料は山を歩いて目ぼしをつけたブナの肌をヨキ

で削ってゑて，柾目が通り仕事になるのを見きわめて

から切り倒す，今でも木地師が削ったあとの残った古

木が残っている。

杓子にはナミとオイランの2種類があって，ナミは

柄が首から真直に出たもので’オイランは首から柄の

出るところでゆるく曲がっていて形がよい。ひと仕事

するのに7日から10日かかり，その時，里に杓子を運

び出し’米や粟，ヒエ，味噌などを背負ってまた山へ

帰るのである。

「
吾
《

q

F

（栃木星芳夫）

〔詩翰禺鰯萌鱈蕊霧紮諜蕊す〕

の生活〕

－7－
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全幹集材における安全作業確保と

集材能率向上に関する技術開発
一ダブルコントロール方式による線下作業排除の方法一

大林正樹毒・伊東寿夫難潅

1．生いたちから完成まで

1．考案の動機

昭和44年4月中央において「レイノー対策について

のメモ確認」がなされ，長野営林局においてもこれに対

処するため，全幹作業の拡大を図ることになった。

当事業所は従来より

①林道沿線の地形が急峻のため，盤台作設に多大な

労力，敷用がかかること。

②木曽ヒノキの末木枝条の買受希望者がほとんどな

く，末木枝条の処理に問題があること。

③線下作業排除のよい方法がない。

などの理由により，全幹率は20～30％と管内でも低い

方であった。しかし全幹作業の拡大に伴い，「能率向上

と安全確保」を図るために2胴集材機による線下作業排

除の方法の検討をする必要にせまられ，創憩工夫により
考案したものである。

2．棚発の条件

新方式の開発を進塗るにあたり，次の5項目を条件と
し，検討を重ねた。

①2胴集材機を使用する。

②付属器具類は在来のものを使用する。

③引き回してある作業索が盤台上の作業に支障を与

えないこと。

④引き回してある作業索が盤台作業者に対し危険で
ないこと。

⑤吊荷は途中着地しないで，機械の操作で簡単に盤
台へ入ること。

3．着想から検討結果

ブレーンストーミングで出された意見の一つとして，

「荷掛地点では主索から離れた遠いところまで引き込ん

で荷掛けをしているのだから，これを反対にすれば主索

より離れた盤台へ材を引き込むことができないだろう

一

別 沢稔**・山口 毅鐸*＊
6

壱 一…－

か」というのがあった。この意見を検討した結果，

①架線方式としては，ホールラインがロージングプ

Pツクについている方式…．すなわちエンドレスタ

イラー方式に決定した。

②荷掛地点の引込滑車に相当するものとして，盤台

の横に滑車をつけることにより引き込象が可能では

ないか。

という結論に達した。

2．本方式の説明

1．架線方式の概要

架線の方式はエンドレスタイラー方式とし，ホールベ

ックラインを調整する一次コントロールのほかに，ホー

ルラインを調整する二次コント戸一ルを作り，案内誘導

滑車と，盤台引込用滑車をつけることにより，主索下を

離れた盤台に材を搬入できるようにした。

これによりホールラインは，ロージングプロックから‘

案内誘導滑車，盤台引込用滑車をとおり，向柱より機械

に入り，ホールバックラインに連結している。またキャ

レージを一定の位置に停止させるための装置を作った。

2．開発した点の説明

前記1．本方式の概要において説明したように，本方

式は特別な索張方式ではなく，従来より使われているエ

ンドレスタイラー方式に若干の工夫をしたものである。

開発した点を列挙すると次のとおりである。

ル

《
一

《
）
４

｜効開発した点 果 ＄

二次コントロール
(含案内誘導滑車）

ホールラインの折り返し滑車（本方
式では案内誘導滑車という）を固定
せず移動できるようにしたことによ
り，主索下より離れた盤台へ材を搬
入できるようにした。

材を盤台へ引き込むポイントであり
引き込承を容易にし，コースを一定
にする。

盤台引込用滑車

’擬器停止装置 盤台への材の搬入を一定のコースで
スムースに行なう。柿其製品率業所主任

柿其製品事業所員

三殿営林署事鐸長

＊

＊＊

＊＊＊

損 傷防止 荷掛滑車と案内誘導滑車との間，擬
器とストッパーの間に入れ，損傷を（古タイヤ）
防止する。

－8－
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図2二次コントロール鱗造図
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3．二次コン1，戸一ル

①職造

主索に吊った滑車にワイヤー(10mm)を通し片方に

滑車をつけ（この滑車のことを案内誘導滑車と呼ぶ)，片

方に重錘をつけたものである。（図2参照）

二次コント画一ルは韮本型に作ることが，使用する付

属器具類も少なく，作業も簡単であるが，地形等のつご

うによっては，韮本型のようにできない場合もあるの

で，集材線の条件によって，図2のなかから現地にあっ

たタイプを選定する必要がある。

②作動

二次コント画一ルの作動は,HBLとHALのどちら

に負荷するかにより異なってくる。今集材1サイクルに

おける二次コントロールの作動を承ると，

i)荷掛地点においてLFLを巻き上げ，スI､ツパー

の位置まで搬器が移動する間は,HBLに力が加わ

っているので,HALは二次コントロールの重錘の

重さにより盤台から離れている。（図3の実線）

ii)材を盤台へ引き込むために,LFLをもどしなが

らHALに負荷すると，重錘は上がり，案内誘導滑

車は盤台上までのびてくる。（図3の点線）

iii)荷はずしが終わり荷掛けに向かうときは,HBLに

負荷されるのでHALは図3の実線のようになる。

4．盤台引込用滑車

①盤台引込用滑車の取付位置は盤台面より可能な限

り高く,盤台より離して取り付けることが望ましい。

（これは，引き込象を容易にするために必要である）

②盤台引込用滑車の取付位置は，搬器停止装置およ

び盤台の位置により決め，樹弗および立木に取り付

けることになるが，必要箇所に根株，立木がないと

きは2本のアンカーラインを使用するなど現地に合

った方法とする。

5．搬器停止装置

これは2胴集材機を使用するために必要となる装膣で

ある。

①使用する器具はサドル滑車とする。

②ストッパーラインのスタンプの位樋の条件は，

i)盤台の反対側で集材に支障にならないところ。

ii)主索を引きしめないようになるべく高いところ

とする。

③ストッパーラインにかかる張力は集材線の勾配，

主索と盤台のなす角度（以下引込角度という）によ

って異なるので，使用するワイ､ヤーは次の難準によ

るものとする。

0

℃

へ

,ヨ…-｜
件条

ワイヤーの径
主索の勾配

20。以下

20.以上

120。以下

120.以上

12mm～|14mm

16mm

1...I
G

/ －－
／ 6．損傷防止（古タイヤ）

①使用する古タイヤは大型自動車のものが長持ちす

る。

②あらかじめあけておく穴は，必要以上に大きくせ

ず，ワイヤーの径にあった穴をあける。

3．本方式による架線および集材作業

2において説明したとおり，本方式は特別な方式では

なく，エンドレスタイラー方式を基本としているので，

架線作業も従来行なわれている方法で実行できるが，二

次コントロールなど新たに開発した点に主眼をおいて架

線設計における検討事項，架線作業の注意事項，コント

ロールの調整方法等について若干説明をする。

1．架線設計における検討事項

①集材線の測量結果より勾配，盤台付近の主索の高

さを求め，それにより集材線と盤台との距離（引込

距離）を検討する。

②集材線に対する盤台の角度を検討する。なお雛台

の位置は次降の線のことも考えて決定する。

③ストッパーラインの長さ，スタンプの位臘を検討

ノ

／
ノ

ノ
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図3二次コントロール作動図
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する。（条件は2－5－②参照）

④二次コントロールの作設方法は，盤台への引込距

離主索の高さ，道路の安全運行，立木の保謹等を考

えて決める。

⑤鵬台引込用滑車の取付位憧,取付方法を検討する。

⑥一次コントロールの検討

i)動長….二次コントロール磯の動長の1/2以

上，なるべく長く・

ii)作設場所．．．●向柱の近くの場所を選定する。

iii)作設方法．…リードワイヤー方式。

2．作業の際の注意事項

①損傷防止のタイヤはあらかじめケーブルに通して

おくこと。

②主索を張り上げる前に’二次コント画一ルの主索

にセットするものは完了しておくこと。

③二次コントロールライソを主索にセットした滑車

に通しておくこと。

④前記③の場合,主索を張り上げてもワイヤーの両

端が地上についているように長目にしておくこと。

3．コントP一ルの調整の方法

コントロール（一次，二次）の調整は主索を張り上げ

て，アソカーラインを固定してから行なうことになる。

その順序を示すと次のとおりである。

①張り上げる前に滑車に通しておいたワイヤーの重

錘をつける側の端に重錘をうける。
②案内誘導滑車をつける側のワイヤーを重錘が主索

近く上がるまで引張り，盤台の端に仮止めをする。

③仮止めしたところより5mぐらいの余裕を象てワ
イヤーを切断し，その端に案内誘導滑車をつける。

④次に一次コントロールを作り，ホールバックライ

ンを機械で緊張する。

⑤ホールバックラインの端を向柱～雛台引込用滑車

～案内誘導滑車を経てロージングブ戸ツクに連結す

る。（これは人力で可能である）

また機械のドラムへの巻数は5～6巻とする。

⑥②において行なった仮止めをとけば完成となる。

4．集材作業における作業索の調盤

①作業索の調整の必要性

架線作業が終了すると集材作に移る。集材作業におい

て一番の問題は作業索の調整である。

なぜ作業索の調整が必要かというと，本方式はエンド

レスタイラー方式を採用しているため引き回してある作
業索(HBL,HAL)はその端末をロージングプ戸ツクに

取り付けたことにより1本の線となって適度に緊張して

いる。集材作業の進行に伴い引き込象スタンプの位置を

変更すると，作業索の引き回してある状態が異なってき

て，同じ長さでは作業索が余ったり，足りなくなったり

することになる。

その場合多少の引き回しの状態の変化ならば，一次お

よび二次コントロールで自動的に調整できるが，それ以

上となる場合は作業索を短くしたり，長くしたりする必

要が出てくる。

②作業索の調整の方法

作業索の調整は，短くする場合と，長くする場合とに

別れる。

i)作業索を短くする場合

ロージングブロックと案内誘導滑車を盤台の任意の箇

所に固定し，集材機でHBLを緊張する。そして盤台に

おいてHALの端末をロージングブ戸ツクよりはずし蕨

人力にて緊張するまで引張る。余ったワイヤーは摩耗の．
ひどいものは切って棄却する。また程度のよいものは束

にしてロージングにつけておく。

ii)作業索を長くする場合

あらかじめ必要な長さを目測し，ロージングプロッグ

を盤台に固定し,HALをロージングよりはずし，用意

したワイヤーを本継する。この場合ワイヤーは目測によ

っているので多少長目にしておいてi)の方法で調整す

る。

4．本方式の特徴

1線下作業が完全に排除できる。

線下排除できる距離は，溌台付近の主索の高さの

1/3以上可能である。

2．集材功程が大幅に向上する。

集材回数より比較すると28.5％の功程アップと

なる。

3．小規模な盤台で2線以上使用できる。

①盤台の規模は10m×20mあれば十分である。
②集材線の位置が変わってもγ盤台引込用滑車の
位置を変えることにより2線以上の集材線に利用

できる。

4．2胴集材機で実行できる。

5．使用する付属器具類は在来のもので間に合うので

経独をかけず即実行できる。

－11－
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ヤマドリの人工増殖について

N鯏卿 ます夢ちしの夢

増渕忍

"(栃木県林業センター）…垂f＝＝

8

1．はじめに

ヤマドリは，日本固有の鳥であり’また，代表的な狩

猟鳥であって，キジとともに，古くから国民に親しまれ

てきた。しかし，近年における国土の開発や狩猟人口の

増大は，野鳥類の生息環境を破壊し，年をおって減少の
傾向をたどっている。ヤマドリもこの例外ではない。日
本国内に生息するヤマドリば，本県などに生息する「ヤ
マドリ」のほかに，四国地方の「シコクヤマドリ」や
「ウスアカヤマドリ」「アカヤマドリ」「コシジロヤマ
‘ドリ」と5種類に分類されている。

その生態は，キジが勘馳付近の山林原野であるのに対

し，ヤマドリは，それよりも標高の高い森林地帯に生息
する。したがって,キジは人の目にふれることがあるが’
ヤマドリはほとんど人目につかない。このような生息環
境の相違が増殖法にも現われており，キジと同一方法に
よるヤマドリの増殖は，ほとんど不可能といわれていた
のである。

2．研究着手の動機

前項でも述べたように，国土の開発や人工造林の進展

等によって，天然林の面穣は次第に減少し，動物相や植
物相にも微妙な影響を与えるのではないかと考えられる

が，鳥獣関係法規も従来の狩猟重点から，鳥獣の保謹増
殖に視点がおかれてきている。このため’わが国の代表
的な狩猟鳥であるキジは，以前から増殖されていたが，

最近になって，大量に増殖され放鳥されるようになっ
・た。ところがヤマドリは，前にもふれたように,キジと

同一方法では，まったく有糖卵をうることができず増殖
が困難であったため放鳥できない状況であった。
昭和39年4月当林業センター勤務を命ぜられたわたく

しが担当した部門は，このような背景をもつ鳥獣保謹に
I関する部門であった。それまで，行政部門にいたわたく

しは，鳥獣保謹関係には，まったくふれたことがなく，

場内に設置されている野鳥園に飼育している野鳥類の給
,餌から始めた。

キジとともにヤマドリについても増殖し放鳥する必要

性を痛感したが，キジ，ヤマドリなど野鳥類の増殖技術
筵関する文献は，ほとんどなく，どこに重点をおいて，

研究を進めればよいかかいもく見当がつかなかった。た

菫た童，猟友会関係者とヤマドリの増殖について意見の
まるならまる

交換をしたところ，雑誌「狩猟界」に，丸楢丸氏の

｢｢キジ，ヤマドリ」の人工授精はだれでもでき為」の一

文があることを教示され，研究への手がかりをうること

ができた。ただちに研究に着手しようとしたが，研究の

対象であるヤマドjがいないということで,材料となる
ヤマドリを飼育するため，農林大臣から卵の採取許可を

受けた。県北部に位置する高原県営林内で卵を採取し，

これをチャボに抱卵させてヒナをうることができた。し

かし，ヤマドリを飼育して承ると，キジは人になれ，近

づいても大きな変化は示さないが，ヤマドリは，きん舎

内を飛びまわり，人が近づくことを非常に嫌った。この

ため，馴化訓練を行なわなければならないと考え，2年

間の訓練を行なって，昭和42年には，いよいよヤマドリ

の増殖試験を開始した。

3．人工授精による増殖試験

研究の重点は，まず人工授精法による増殖においた。

その方法は，畜産関係で広く普及されていることである

し人工授精法によることにした。まず当面した問題は，

ヤマドリの生殖器を見つけることであった。馬や牛なら

ば一目瞭然であるが，羽毛におおわれている体のおく深

く鎮座する生殖器は，なかなか発見することが困難であ
った。回を重ねるうちに，どうにか所在が確認でき，オ

ス鳥から精液を採取し，これをメス鳥に注入する段にな

ると，ここでもまた「カベ」につきあたった。オスの出

す精液が，きわめて少ないのである。採取操作に手間ど
っていると付近の羽毛についてしまい，採取ができなく

なってしまうし，また採取前に行なう局部マッサージの

強弱によって，排出される量が異なるといったぐあいで
ある。

採取した精液は注射器によって，メスの体内に注入す

るが，ご存知のように，鳥類は，すべてのものが一つの

穴に集約されている一穴族である。メス鳥をさかさにお

さえ，やっとの思いで採取した精液を注入しようとした

ところ，どこに精液を注入したらよいかわからな↓､ので

ある。よく･よく調べて承ると一つの穴は，二つに分かれ

、
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としない。恥骨の部分を反転させ，短時間(5秒以内)に

注入ずることが要点で，もし注入の作業が遅れると産卵

を中止する場合が多いのですばやく注入することが大切

である。

(3)メス鳥の条件

普通ヤマドリの人工授精を行なうのは，メスが発情し

て産卵間近になってからであるが，当場では第1卵を産

んだ後に人工授精を行なった。その結果45時間過ぎて

から産卵したものからは有精卵をうることができた。受

精は卵巣から離れた卵黄の雌核が輸卵管の上部において

精子の雄核と結合して受精するといわれている。この受

精卵子は，分裂しながら輸卵管を下り，約24時間後に

は完全な有精卵となり体外に産承出される。そのため輸

卵管に卵のない時には縮子は卵管の上部まで約30分で

たどりつくといわれているので，もし管内に卵がある場

合には精子の_上進をさまたげるので受精率が低くなる｡‘

そこで産卵直後に注入すれば最も高受精率をうることが

できるのである。受精卵をうる場合には個体別の産卵時

間を知っておく必要があるが，ヤマドリの場合は主とし

て夕刻に産卵するのが多いので翌朝早く注入するとよい

結果が得られる。

(4)試験の結果

前述の方法で行なった試験の結果は，わたくし自身，

内心何年かかったら，ヒナドリが誕生するのか，あるい

は，永久に不可能であるのか不安であったが，試験1年

目でヒナが生まれたのである。その喜びの日は，忘れも

しない昭和42年5月27日の朝であった。その感激はと

ても筆舌に表わしえない。

4．自然交配による増殖試験

(1)目的

ヤマドリの人工授請の技術は特殊なので，一般に普及

するのには種灸な問題点があると思われる。たとえば，

人工授精ということばだけで，不可能だと思う先入観が

ており，生理作用と生殖作用を担当することになってい

ることがわかり，鳥の体型によってそのできかたに個体

差があることもわかったが，どちらが生殖作用の1ｺにな

るのか判別するのに苦労した。また，ヤマドリも生きて

いるわけで，その日のコンデションによっては，採取，

注入操作を嫌うこともあり，常に健康状態には注意する

ことが必要である。現在，牛のさく乳に行なわれてい

る，音楽の利用を，ヤマドリにも利用して，ヤマドリの

ためのムードミュージックを聞かせながら円滑に操作が

行なえるようになればおもしろいと考えている。人工授

精の方法について概要を述べれば次のとおりである。

（1）糖液の採取

（2）精液の注入

（3）メス鳥の条件

（4）試験の結果

(1)繍液の採取

精液の採取は，マッサージ法を用いている。この方法

には幾つかの種類があると思われるが，ヤマドリの場合

は左手で左右の両脚をにぎり，右手の指先で恥骨部分の

周囲を回すように軽く5回ほどマッサージをし恥骨の部

分を強くしぼると，ちょうど牛乳のような精液が出てく

る。この量は，わずか米粒2個分程度である。糖液を採

取する作業は，非常にデリケートな技術で，その日の技

術者のコンデションによって成果が左右されやすい。ま

たオス鳥のその日の状態にもよるようである。技術面で

も個体差によってマッサージの回数を決定することが必

要であり，マッサージをする場合，手に加える力と回す

速度も注意しなければならない。また経験を多くしてヤ

マドリの体調を見ぬくことによって，精液が出るか出な

いか，判断することができるようになることが必要であ

る。

⑫）精液の注入

メス鳥に精液を注入する作業には，高度の技術は必要

~
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出る人が多いし，この技術を習得しても採算ベースにの

せるのには3年以上かかると思われる。そこで高度の技

術を要せずだれにもできる自然交配による増殖法を確立

しようとするものである。

(2)試験の維過

45年度にキジの放飼場として造成した311m鯉のきん

舎に雄’羽，雌6羽を入れて飼育したところ，有精卵が

76％でき，74羽のヒナを生産することができた。

なお今年度の試験は生産コストの引き下げ，きん舎の

面積を縮小することが必要であると考え，面積別の交配

試験を実施したが,75m2のきん舎でもヒナが生産され

ることがわかった。

今後は，自然交配によるより実用的な増殖技術の確立

に努めたいと考えている。

(3)メス鳥とオス鳥の繁殖期の特徴

ヤマドリは昔からきん舎に飼われては交尾をしないな

ど諸説があるが，まだ定説はない。

林業センターには大きな自然林を囲んだ野鳥園があ

る｡そこに15種50羽のキジ類を，野鳥保護と傭操教育

を目的として展示している。その野鳥園において4，年

にヤマドリのオス’羽，メス3羽を入れて自然交配の交

尾の様子を他のキジ類と比較してぷたところ，他のキジ

類のメスは全部が性的行為を受けるのにかかわらずヤマ

ドリの場合交尾を拒否するのである。ヤマドリのオスは

I

他のキジ類とちがって，メスの受容姿勢をさそうのがへ

たなので，明瞭な交尾はしないのであろうと思われる。

ヤマドリは他の鳥類と比較すると，生まれつきの性質

なのか神経過敏で非常に臆病なのにもかかわらず，繁殖

期になると，オズの発惜朧強いのに，メスは，オスと同

時期に発情せずおくれるのが普通である。これはヤマド

リの飼育管理が自然環境と異なることによるのかもしれ

ない。そのためか，メスは，オスに性的反応を示さない

のである。このためオスはメスに対して欲求不満という

ことになり，メスを殺害する場合が多い。したがって，

ヤマドリの自然交配のきん舎は静かな場所を選び，なる

べく驚かさないように心がけ，特に野犬等には注意する

とともに，きん舎の構造を工夫する必要があると思われ

る。

5．むすび

昭和42年から，ヤマドリの人工授精による増殖試験

に着手し，昭和45年までの4年間にいくつかの問題点

を解決してきたが，現在ではメスの種鳥1,羽から20羽

の割合でヒナの生産ができるようになった。これは一般

キジ養殖の1羽あたりの生産数とほぼ同じである。また

ヤマドリの生産事業化の可能性も確実となったのである

が，今後，青すう等の問題点について，なお一層の研究

を進めるとともに，自然交配による増殖技術の確立に努

めたいと考えている。
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創立50周年記念懸賞論文･理事長賞

林業をめぐる困難な情勢を切り抜けるには，何をなさねばならないかをともに考え，その

実現のためにともに努力することを願って本会創立50周年を記念して「これからの林業

技術のあり方」「わが国林野行政の進むべき方向とその具現策」「わが国民有林振興の

具体的方策」の課題のもとに論文を募集し，優秀作5点を創立50周年式典で表彰したが
今回は理事長賞受賞作3編の要約を掲載することにした。

なお，林野庁長官賞2編のうち松枝洋一郎氏の「わが国民有林業振興の具体的方策一一

地域林業の組織化について－」は6月号論壇にすでに掲載し，山内健雄氏の「これから

の林業技術のあり方」は10月号論壇に掲載の予定である。

a

曲り

●

一

一 －－－－．ーー'言

||-惠孟||
|｜具体的方策
I1 溌I|II"-垂蜜鑑謎型，

L一・一一一一一一_－_-.,-.----6

きびしさを加えつつあり，民有林の発展と林業従事者の

所得の増大を図るためには生産面，流通面，稚造面につ

いて次のような振興の諸施策を強力に推進する必要があ

る。

林業振興諸施策の基本的考え方

林業振興のための諸施策は種を検討され実施されて来

たが，これからは従来の資源政策に対し，林業のにない

手の助成指導と後継者の育成が考えられなければならな

い。このため林業普及事業の推進と経営基盤の整備経営

資金の融通が必要であるが，特に林業生産の長期性とい

う林業の宿命的欠点を補うために大幅な国家資金による

長期融資が必要である。そのために従来の補助金施策，

制度金融と違った林業独自の制度融資をあ承出す必要が

あろう。

次に生産物の流通は経営の最終目的であり流通の合理

化，円滑化は生産事業の活発化をうながすきめ手として

欠くことのできない過程である。林産物の流通機織は未

整備であり，需給の不円滑は今後大いに改善されなけれ

ばならない。

要は林業も一つの産業である以上，公共的機能性を考

えながら経営者サイドに立った観点からの経営対策と消

費者から見た流通対策を組承入れた林業振興施策が必要

であり,また一方林業生産の長期性につれて,施策は長期

に計画的に進め基本線の変更は好ましいことではない。

施策の体系

林業の生産はあらゆる多岐の分野にまたがり複雑であ

るので，これに対する施策も富た複雑多岐で，着手の順

序，期間の長短，重要度の大小等も勘案しながら，地域

の実情に応じて総合的に長期的に進めることが必要であ

ろう。

次にその試案の一端を示す。

林業をとりまく諸情勢

1．国民経済のめざましい成長により，国民生活の高

度化，多様化が進承，木材の需要量は需要椛造の変化を

伴いながらも，増大傾向にある。

このように需要増大の傾向にあるとき，国産材の供給

鐙は横ばい状態にあり，一方外材の供給登は依然増大傾

向にある。このような外材輸入の増大は，木材価格の形

成に大きなウエイトを持ち，ひいては国産材の生産に大

きな影響を与えつつある。

2．わが国森林資源の現状を見ると幼齢林が多く，さ

らに人工林率がまだ低いこと，林道密度が小さいこと，

経営規模が零細麺あることなど森林資源の充実，生産裁

雛の整備等基本的事業が残されている。

3．わが国経済の発展に伴う人口の都市集中化によ

り，林業生産に大きな影響を与えているばかりでなく，

将来の林業労働力確保ひいては林業経営に大きな問題を

投げかけている。

このように林業を取り巻く社会情勢は，さらに一段と

一一h
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林 業振興施策体系表
一

摺助遮噌部門別|項目別｜

生霞対簾|告繍盤’
’ |， お もな内容

幼齢林の比率が多いので調整する

全造林について経営の対象となる造
林すべて融資する

全国的に民有林の造林からの経営を
委託または分収のための公社

利用区域1,000ha以上

利用区域100～1,000ha

施策事業名

伐採調整事業

造林費の融資

施策事項

森林資源の造成
開発

融資

融資

林業公社の設立 国と地方公共団
体の共同出資

国庫

国庫5割県没
4割受益者1割

国庫3割県我
2割市町村2
割受益者3割

国庫補助1/2

口

大幹線林道開設事業

幹線林道開設事業

林道網の拡充

と

作業道開設事業

《
一労務班の運営賀の補助労働力の需給円

滑化

労働条件の改善

労務班育成事業

林業労務手帳の交付

労働の確
保

労務管理の一本化と待遇改善をはか
る

指導

国庫補助1/2

融資

融資

融資

林業労務者訓練所設
置

造林資金

労務者の質の向
上

制度金融の拡充
強化

大造林，小造林，育林資金を一本化
し金利3.5分40年据置き

貸付け限度を担保能力の範囲まで引
き上げる

齢級配置の適正化と幼齢林の伐採調
整をはかる

艇協との提携による金融事業

原種保存交配育種種苗の配布

林業金融

経営資金

伐採調整資金

森林組合の金融事業

各都道府県林木育種
場

総合試験強化事業

林業技術センター設
置

森林組合大型化事業

組合活動強化事業

指導

国庫補助1/2育菰事業の推進生産憐の
向上

試験課題の全国一本化系統化

技術の体系化と実地化

技術の開発

研究と普及の連
係強化

協業の推進

２
２

ノ
ノ
〃
ノ

ー
１
庫
庫
国
国

指導

国庫1/2

流域単位に大型化をはかる

組合強化活動費を助成して活発化す
る

現行林業構造改善事業のうち経営基
盤確立事業を強化，自立林家の指導
育成，流通機織整備追加

林業経営の受託または部分林経営

一

林業構造改善事業椛造対策|経営櫛造 自立農林家育成
事業

国庫補助1/2

ゼ

林業公社設立

林地法の制定

林地公団の設立

生産森林組合助成

林業集団育成事業

公社公団の設立 国庫出資
都道府県

同上

媛
適正地代の決定と法制化地代の適正化と

制度化

林地の流動化

所有機造
心

灘驚霞蕊睦患林業公社
現行生産森林組合を土地出資組合的
に改組する

生産組織

経営組織単組

筋蝿組織県森連

地域の事情に応じたもの

流通センター共販所，一次製品工場
設侭

同上

指導

指導

土地出資生産組
合

小地域生産集団

中地域生産集団

大地域生産集団

主産地形成

一次製品の量産

生産秘造

主産地形成事業

木材流通合理化事業

指導

国庫補助1/2

流通対策流通の合
理化

木材利用試験強化木材利用合理化
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感ずるのである。この異質さを宿命であるとすることを

拒象続けて来たがためにどれだけ多くの人☆が非人間的

生活をしいられてきたことだろう。そして，その宿命へ

の挑戦の過程でわれわれは多くの戦士を次々と他産業へ

送り込んでしまった｡確かに,労働力の減少に見合う機械

力の導入により生産力を維持童たは増加させることが可

能なことは理論的には正しい｡だが,機械を動かすことが

できるのは一体だれであるかを見失ってはいけない。機

械に対し柔軟な適応性を持つ人間，それは若手労働者以

外にはいないはずである。ところが，その若手労働者は

林染をどんどん見捨てつつある。林業の繁栄は単なる生

産性の向上＝機械化の承にあるのではなく，むしろ若手

労働者の精神にゆだねられる生活意識の充実であり，そ

れは生活条件の向上と精神的発達によって達成される。

I青年をとりまく環境と意識

これまでの政策は青年の意識を無視してきたと思われ

る。たとえば，林業問題に大いに関係のある過疎化対策

をとっても山村振興にあたっての住民意向調査の際，世

帯主を対象としての承行なったものであるが，同時に将

来のにない手である若手の意向調査をしなかった点に振

興山村として指定されながらも今日，急激に過疎化現象

を示している根本的な原因があるように思う。たとえ

ば，現居住地に対する意向について，「住ゑたい」と回

答した人は，内地・北海道区分，および，山村の評価類

型区分（発展山村，現状維持山村，衰退山村）別に見て

も，それぞれ約80％の人が「住ゑたい」と答えている。

しかし，現実には過謝上が一層進んでいるところがあ

る。つまり「住承たい」という意志は単なる愛着であ

り，必ずしも土地の開発への力とはなっていないのであ

る。それは，発展に直接関与すべき青年の意志ではなか

ったからである。

戦後における青年層の意識が次のように大きく変化し

つつあることを行政担当者は理解する必要がある。〔1〕

肉体労働を徹底的に嫌うようになっている（教育の高度

化による頭脳労働への傾注化。潜在意識としての肉体労

働の蔑視)。〔2〕労働の報酬としての金に対する意識が

レジ･ヤーと大きく結びつき，消蜜都市への指向性が強

い。〔3〕マスコミの発達による知識の増加（開かれた視

野＝封建社会制度からの脱皮）〔4J労働に対する価値感

の変化（自己中心的な概念の達成が主体となり，いわゆ

る使命観の欠如)。これらを裏づけるためには最近の青

少年白醤（昭和45年度版）によれば明らかである。白

書によれば，青年の意識は，あくまでも自分本位であり

社会的使命ということにはあまり興味なく，仕事は仕事

として人並承にやり，余暇は余暇として大いに楽しもう
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わが国林野行政の進むべき

方向と具現策

おおつきこういちろう

大槻幸一郎

（北見局・白滝営林署
一一一＆－_

白
－－

－

－ －一一

一

l林業労働問題＝若手労働者の減少

日本経済の過去10年間の成長は産業構造に急激な変

革を伴いながら進行した。これは，とりわけ第1次産業

の大幅なる労働人口の放出によって達成されていること

は多くの人盈が認識するところである。所得倍増計画に

よる目標年次であった昭和45年の第1次産業就業者数

は計画で1,154万人であったが，現実は886万人と計画

より大幅な減少をみせている。艇林業就業者数が年々 減

少してゆく中で，若手労働者といわれる30才以下の人,々

が林業労働力として構成する割合が激減しているのが注

目される実態である。これは，政府の産業政策の結果で

,あるが，若手労働者（＝青少年）の指向性の変化による

ところが大であると思われる。このことは産業としての

林業を根底から否定する危険性すら含むものであり，今

日の林業労働問題の主軸をなすべきものであろう。

国有林作業員の昭和42年7月から昭和44年7月まで

の2年間における離職者の傾向として，京浜地区への出

かせぎで有名な青森，秋田を管轄する2局，また，中

京・阪神工業地帯をかかえる名古屋，大阪局の計4局で

全体の離職者の約55％を占めており，劣悪ともいえる

労働条件から，より近代的システムと設備を持つ他産業

に流出している。さらに，全体の離職者の約30％が30

才以下の若手労働者であり，これは年齢階別人口との関

係から30才以下の年齢の約20％が2年間で離職したと

いうことになり，林業のにない手不在が目前に迫りつつ

あることを知る。年々，10人に1人の若手が去ってゆく

企業，そして新規採用もきわめて困雌な企業，これは国

有林の承ならず民間林業にも共通した実態であろう。経

営にとって人こそが命であるはずなのだが・・･･

わたくしは林業の繁栄とは産業の繁栄（＝生産性の向

上）を論ずる以前に林業労働者の生活の繁栄であると考

える。生産性の向上と人間生活の繁栄とは表裏一体の関

係にあるのはシステム化の容易な産業である。しかし，

林業は生産性を論ずるにはあまりに異質なものであると

一

"

巳
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それでは上記の概念を達成させるた'めの方策のひとつ

である賃金の高水準化と生活環境の改善にはどのような

方法があるであろうか。まず高水準賃金の保障は，今日
のような季節的，自然的制約がある限り，資本主義的経

済概念では達成されそうにもない。つまり，土地生産性
は大きく期待もできない林業であり，機械化のメリッ1、

が必ずしも生産性と結びつくことが期待できないからで

ある。わたくしは思う。林業生産がまったく停止した時
一番困るのはだれかと。それは，パルプ産業を代表とす

る木材関連産業であり，一般の消費者たる国民である。
これらを考えるならば，木材産業資本と国家が基幹産業

保護の観点から，それぞれ出資した林業労働力供給公社
を作るのである。これは，今日の森林組合労務班的な性

格をおびているが，出資は木材利用者であるという点で

趣を異にする。林業という狭い枠の中で運営される森林

組合には資本的に弱体な面があると思われる。

次に生活環境の改善について述べよう。わたくしはこ

れまで，人間が居住すべき土地は平地の都市部であると

くり返し述べてきた。都市はひとつの連合体である。超

過密化した都市は横の関係をまったく持たない人間疎外

を引き起こしている。このことは明らかにこれまでの都

市計画は，産業中心主義であり人間の居住性について深

く考えなかった結果である。しかし，このことは都市部

の再編成でいかようにも解決が可能なことである。本

来，人間は広左とした平野部に住象，人盈と接し人間の，

築きあげた文化を享受してレジャーを消化するように進

化して来たのではなかったのだろうか。山間部の狭臘な

土地で生活することは，人間の思考を圧迫し不幸な人間

を生むだけである。世拾人ならいざしらず，これからの

人生を切り開こうとする人間にとってはまったくの苦痛

以外の何物でもない。そこが仕事の場であったとしても

生活の場所ではないのである。消費都市と生産場所とを

区分してゆくのがこれからの都市のあり方であり，それ

ば仕事とマイホームの断絶の思想である。すなわち，高

水準賃金を獲得した林業労働者（プランナー＝現場労働

者）は消費都市圏から通勤化することこそが大切であ

り,今日の交通絹の発達はそれを可能にするはずである｡

以上がわたくしの具現策への案ではあるが，これらは

必ずしも林野庁の象では達成されるものではない。つま

り，過疎化，過密化の対策侭経済企画庁が，そして都市

計画から賃金水準のアップへと，建設省，労働省，そし

て，保護政紫が許されるべきかとの判断にあたっては政

府の総合判断にゆだねられる。このように多岐にわたる

林業問題ではあるが，この問題を避けては行政の使命は

失われるのであり，過去の林業労働者の恵まれない生活

という傾向にあり，仕事よりむしろレジャーに人間性を

かけていると報告している。このような実態をふまえる

ならば，林業＝山村がいかに青少年をひきつけておく魅

力に乏しいかを知ることができよう。青少年の流出のエ

ネルギーを制する力は年老いた山村行政にはありえない

のである。過去，および現在の林業労働力は無知がゆえ

の労働力であった｡しかし,今後かような階層を期待する

ことは不可能であり，またそのような階層を生承出すこ

と自体,国民は許さないであろう。これまでの林業労働者

を供給してきた外部条件を考えてみるならば山村の存在

価値の崩壊とともに，その供給も止簑ると考えられる。

Ⅲ林業労働力確保のための具現策

わたくしがこれまで述べてきた若手労働者（＝青少年

の意識）の自己概念の達成には林業においてかなり思い

切った方法が必要となるであろう。

まず，一般的にいわれている労働条件の向上のうち労

災保険等の社会保障制度の充実はいうまでもないことだ

が，特にこのほか，機械化に関しては徹底したものを行

なう必要がある。このためには，第1に機械技術者の義

成であるが，これは，これまでの単なる作業員としての

概念を捨てなければならない。つまり，森林のプランナ

ーが機械力を使用する主体となることである。このため

には，機械技術者＝森林施業立案者であり，肉体労働者

＝頭脳労働者とならねばならない。人間は肉体労働の

み，または頭脳労働の象を行なうことはかなりの苦痛を

伴うものである。第2に機械力の導入の結果，平地林業

こそがこれからの主流をなすべきであるという概念であ

り，水田地帯の森林化も立案されるべきであろう。急

傾斜地の多い日本の山林であるがそれらはむしろ公益機

能を発揮するにとどめ，産業としては緩傾斜地か平地以

外には存続しえないであろう。わたくしはあえてふたた

び強調しておかねぼならない。林業労働者＝知的低水準

肉体労働者という既成概念はどうしても撤廃せねばなら

ない。これなくしてにない手ほ不在となるのは目に見え

ている。このことを裏づけているものが林業関係労働者

の子弟は一様に父親の職業を嫌うということが聞かれ

る。子供たちが知りうる山の姿，それは単なる物として

の山であり，そこに働く人間の姿ではありえないはずで

ある。にもかかわらず子供たちにとってはまったく魅力

のないところとして映る。なぜであろうか。わたくしは

素直に述べざるをえない。父親の仕事に対する理解（単

なる労働力の切売り的能力ほあったとしても）と,傭熱，

の欠如と，彼をそうさせる生活水準の低さが大きな原因

であろう。職場に対する逃避的姿勢はすべてを悪く導く

ようである。
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緯将来にとって何ら報われることのない悲劇で終わるで

‘あろう。

地原生林の大面稜皆伐による，自然環境の破壊，美的景

観の損傷，除草剤による生物社会の荒廃等で，その最た

るものは前者で，国有林が犯罪者とされる。

要するにそれは林業本来の目的である木材生産と，急

速に高まりつつある森林のレジャー的効用や，はたまた

豊かな自然環境の温存という学問的，あるいは公共福祉

のための効用との衝突である。日本林業の経済地鯉の著

しい低下と逆に，その公益的価値は次第にかつ急速に増

大し，その調和のため，林業経営は新しい曲がりかどに

追い込まれつつある。特に独立採算制をとり，一定の収

入をあげねばならない原則に縛られている国有林にとっ

ては悩承は深刻であろう。もはや森林ば木材生産の場と

してより，国民福祉のための存在価値が増大したことを

認識せざるをえないが，しかしわが国輸入品目のうち金

額の上で2位を占める木材生産の重要性をさておいて，

レジャー，自然保淡を旗印に森林開発にブレーキをかけ

られては林業は今後企業として成り立ってゆくかどうか

危ぷまれるので，この二大使命を調和遂行させるため，

林業政策をある程度改変させるべき時期に来ていること

を意識せねばなるまい。

利用目的による森林地域帯の決定

これまでの制限林の規定を拡充強化することによって

も可能であるが，新規に行なうとすれば各種の公園法に

よるような区分けが簡明で，すなわち特別保護林帯，第

1種施業林帯，第2種施業林帯，第3種施業林帯に区分

けする。

特別保護林とは学術参考林，名所，旧跡の森林で現行

保安林にも規定されているが，特に保護を必要とする林

分，および大都市周辺の森林で，都市の環境衛生上不可

欠の森林等をさし，伐採禁止を原則とし，天然更新を助

長するとともに，後継樹を植栽，撫育する，などの施業

を加えて，永久保存をはかる。

わが国の林野面積は国土の7割を占めるが，そのうち

用材生産に適する林地は，気象条件，土壌型の調査から

ゑてせいぜい3割程度というのが大方の意見で，このう

ち公益上特殊な施業を必要とする林分を除いたものが第

1種施業林帯である。縮2種施業林とは，用材生産を主

眼とするが公益面での価値も高いので，その価値を損わ

ないよう施業にある程度の制限を加えるもので，国士保

全上また水資源かん蕊上重要な林分(禁伐林は除く）や，

国垂国定公園等が第2種に該当し，施業は林形，樹種

伐採方法等にその地域の実状に即した制限を加えるとと

もに，一方林地の生産性向上にも努める。第3種施業林

帯とはおもに里山で普通用材生産に適しないが森林以外

の他の目的に利用される見込みのない地帯で，森林を伐
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まえがき

森林の持つ公益機能が大きく再認識されてきたことは

鱈ぱしい限りであるが,一方国有林財政の悪化,蓄積量の

減少,山村の過疎化による林業労働力の不足等,林政当局

の頭を悩ます多くの問題が発生している。森林の公益機

能発揮と林木生産をどうマッチさせるか，当面するいく

つかの問題について断片的ながら意見を述べて承たい。

林業労務対策

僻地山村では都市で要望されている緑と清い空気は十

分とはいえ，俗にいう文化的生活（よいか悪いかは別と

して）を楽しむにはいろいろ困難な条件があまりに多い

こと，仕事の場が少なく従って所得水準の低いこと，仕

率の内容が幼稚であることなどから若い人たちの生活の

場としての魅力を欠くため，その流出は宿命的かもしれ

ないが林業振興の上から拳てゆゆしい問題である。

．次に困難な条件下にあるとはいえ，機械化に今後ます

ます努力を傾注すべきであることはいうまでもないが，

-一番大切なことは労働力定着化の問題である。

森林組合の労務班だけに頼ることは，組合の組織が弱

如体なため無理であり，農業協同組合と提携して農林業労

務者需給協議会なるものを都市単位に，あるいは大きく

縮県単位に連合会を設け該当労務者に挫林業労筋渚手帳

を交付して登録し，特殊技能労務者にはそのむね付記す

.､る･こうして一定日数就労した者には社会袖償制度を適

,用し，都市におけるブルーカラー族と同様な補助を国が

与え，労務者定着のためのささえとする。従来別個な雇

凋関係を持つ国有林労務者をも包含できれば，より強大

:な労力供給団体となり需給のアンバランスの調節がやり

やすくなろう。

鉢業公害対策

溌近巷間に流布されている林業公害のおもなものは奥

‐

訂
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に信じられてきた。林地土壌腐植という海綿体によって

保持されるという常識的な観念からすれば当然かもしれ

ないし，それを実証した資料もあるが常にしかりといえ

るか多少疑問を持っている翁

そこでここに簡単ながらわれわれの扱った資料の解析

結果とわたくしの意見を述べることにしたい。わが国内

の農林省関係の5愛水試験地の資料について，有林地当

時と伐採後を比較すると各流量は伐採後にやや増加して

いる。さらに山火恥で林木，林床植物が焼失直後にも渇

水量はかなり増加している、この傾向は少雨地帯ほど明

瞭である。このことは林木は降雨時に多くの水分を保留

することを示しているが，林木雑草にしゃ断される雨量

の多くは消失し，林地からの供給源とならないし，一方

植生自体による消失趾も大きいので十分予想されること

である。ここでいう渇水鑓は夏期，冬期の乾燥時のきわ

めて短い期間の日流戯をさしており，その日流量は年間

の全流量0.1％よりはるかに少なく，水資源として問題

となりえる量ではない。それよりも強雨時挺森林はピー

ク流量を1～3割カットし徐食に放出する磯能があり,そ

の地形地質によって大きな差があるが（火山砂礫地帯で

は特に大きい),かなりの量に達し水源かん養の根幹をな

す。ただしその保持雨赴からの流出は土壌の深さ等の制

約があり十分長期にわたって持続しえないのが普通で，

この欠点はダムや拡水工法等で補充されねばならない。

しかしダムそのものの調節能力は特別巨大な電源ダム

は別として一般に小さく50mm程度のものが多く，森

林の一時保留激(200～300mm)に比べれば小さいので，

両者の有機的な併用で流鐙調節機能は高められる。

（保健休養林）都市の公害，ストレスの増大につれ，

レジャーを山地に楽しむ人が増加し，その数は延3～4

億に達するとし､われる。その公益機能の評価はむずかし

いが，仮に1日のレジャーを楽しむことにより翌日の活

動に1割の能率増加があったとすると，1人1日の労働

価値31000門とすれば，そのレジャー林の公益は年間

11000億近い値となる。さらにその人の罹病率の減少，

活動年齢延長等隠れた受益を考えれば，その額はさらに

膨大なものとなろう。

保健林とは単に酸素供給源，景観美等の見地からだけ

でなく，自然の動植物の間でバランスのとれた環境の中

において一層効果的であり，この意味では自然保護林は

レジャーの目的にも理想的といえる。しかし利用上の効

率からいえば都市近郊が最も重要で，少なくとも大都市

周辺の緑地は自然と親しむ機会の少ない人盈にとって

は，まさにオアシスであり，都市の環境改善の意味から

しても絶対に保残の必要があるの象でなく積極的に新た

に造成する努力が必要である。

立てた方が国土保全上，その他の公益上無難な地域で，

施業は立地や所有者の経営能力をも勘案して樹種林形を

決定するが，原則として所有者，森林組合に自主的に施

業させる。

以上は基本的な国土の利用計画，農地の利用目的によ

る区分け（市街化区域，市街化調整区域）の線にならっ

た大まかな区分けで，林地の場合は公益と結びつく面が

多いので多少細分化したが，その地帯内の施業内容につ

、､ては，現存の森林法，各種の公園法の主旨にしたがっ

て行なえばよい。ここで間題なのは施業の制限で，特に

民有林では私権の侵害になるので補償が必要となる。

林政の当面する2，3の問題点（大面積皆伐と林道に

よる公害）

大規模経営で集約的施業の形をとる，国有林，特に奥

地原始林が指弾の的となりやすい。その反対の理由は自

然環境の破壊が第一で，更新の困難性，治山治水上の心

配等であるが，学術上価値の大きい区域については，必

要最小限に施業対象外とすべきであるが，その他は徐倉

に計画伐採するが伐採の方法としてば択伐が最も望まし

く，群状傘伐もこれに次ぐ。林種転換を必要とするとき

ば皆伐による以外にない。その場合一流域の伐採面積を
どの程度に抑えるべきかは，生物環境，景観，更新，治

山治水の各而からの配慮は必要であるが，画一的な基準

面積の決定は困難で個なの公害面での重要度に応じて定

めるべきである。

次いで林道開設についても批判が多い。すなわち林道

開設のため，その周辺の林木を切り荒らし景観を損なう

とか，林道が水みちとなって山腹の崩壊を助長すると

か，開設時の切取土砂の処理が悪いため豪雨時に土砂の

流出が多く，植栽木が埋没したり，渓流に浮土砂として

たまり出水時に土石流となって下流に災害を与えるとか

である。これらは林道開設技術でなく施工上の問題で正

常に施工すれば上の非難は雲散霧消する。

（水資源かん韮林）近年，水需要が急速に高まってき

たわが国は，世界的には多雨国であり水資源に恵まれて

いるが，残念ながら雨が時期的に集中傾向のあることや

地形急峻で排水が速いため無効流量が多く，その矛胸率

催年雨量の10～15％程度にとどまる。ダムの貯水容量

はあらゆる種類のダム，溜池を合計しても総雨量の1～

2％程度にしかすぎなく，多くを期待できないので，水

源林の調節機能にまつところが大きい。

森林は洪水流通を關節する機能の大きいことは内外の

量水試験によって，定性的にも，ある程度定量的にも明

らかにされている。また乾燥時にも絶えることなく清水

を供給すると，昔から経験的に，場合によっては信仰的

台
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ミミ 可能になる。また2.5m以上になると普通の造林方法

ではむずかしくなる。この積雪鐘は同じ量の雪が降って

も，地形や風向，障害物などによって変わってくる。一

般に凹地形は凸地形よりも，風下側斜面は風上側斜面よ

りも，障害物のかげの部分は表側よりも菰雪量が多くな

る。

以上のように，同じ積雪地帯といっても，地域により，

同じ地域内でも標高，方位，地形，傾斜，風向，風力な

どにより，雪の質や量あるいは移動形態を異にし，それ

が発生する雪害の形態的特徴をも生じさせている。

したがって，多雪地帯の造林について，画一的な方法

を排し,雪害の形態に応じたきめ細かな造林方法を実行

するためには，まず積雪の環雪区分を明確にすることが

大切になる。この雪の環境区分の明確化のため，昭和44

年度に名古屋営林局が行なった航空写真を利用した調査

(｢航空写真による積雪状況調査｣）の概要を報告する。

航空写真による積雪状況調査の概要

（1）はじめに

航空写真による積雪調査は昭和38年1月の北陸蕊雪以

来，建設省,日本道路公団，国土地理院，電力会社など

において雪害の状況やその発生予測，また水資源として

の計測などを目的として行なわれてきたが，林業のため

の本格的活用は例がない。

本調査の手法は調査の部分工程における技術は経験さ

れているが，調査目的に合致した全工程を通じての総合

的技術は未経験であり，パシフィック航業，アジア航測，

国際航業の三社が最新の技術を用いて，その開発にあた

った。

調査地は名古屋営林局富山営林署長棟国有林（富山県

上新川郡大山町，大沢野町）の41km2である。長棟国

有林は岐阜県と接する富山県南端の中央部に位置した飛

騨高原北縁にあたり,標高500mから1,700mの中山

性山地で，起伏量，谷密度とも中程度である。澗雪鐙は

250cmから450cmの最深積雪深が分布している。

澗査の概要は積雪前詰よび積雪後に撮影した,/,5,000

航空写真で航空三角測量を行ない，同一地点を50mX

50m間隔のメッシュ（格子座標）にとり，それぞれの

標高を測定して，その差から（標高座標比較法）稜雪深

を求める。また，積雪前の標高測定結果を用い，メッシ

ュ間の標高差から傾斜区分を行なう。

一方，積雪後の航空写真から,雪の不安定地，なだれ，

雪庇，落雪，スノーポール，風向，風の流線図を判読す

る。

以上の結果を基本図('/5,000)上にそれぞれ図化し，

さらにすべての結果を総合的に図化するものである。調

”〃〃”〃〃〃

多雪地帯における

林業のための環境区分

－富山営林署における

航空写真による積雪状況調査一ミ
，
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雪の環境区分

わが国の裏日本一帯は世界にも蚕れな積雪地帯とされ

ている。冬期には日本海の海面から多量の水蒸気を補給

した北西季節風が脊梁山脈にぶつかり，上昇気流となっ

て冷却され，多麓の降雪をもたらすのである。したがっ

て降雪麓は日本海上の吹送距離に比例して増加する傾向

があり’製日本でも南に位置する奥羽，北陸地方が最も

積雪の多い地帯である。これら多雪地帯は冬の気温が比

較的高温のため，雪質は水分が多く重たい湿雪であるこ

とが，雪害を増す重大な要因となる。このため北海道や

青森より南の裏日本で雪の被害が多い。したがって，多

雪地の造林は無雪地や寒冷地とは異なり，雪害防除を主

にした方法が誰じられなくてはならない。

雪害には積雪の物理的な作用（樹冠への荷重，雪圧.．

.､沈降・移動）と生理的な作用鯉雪環境城長,病気)）

とが考えられるが，その作用の仕方は積雪の環境に深↓、

関係が認められる。たとえば，冠雪害や根元折れの害は

積雪地帯全域に発生するものではなく，また両者の発生

地帯のすべてが共通しているものではない。

稜雪の作用ば’平坦地では沈降圧のみが作用している
が，斜而の勾配が急になるに従って移動圧が大きく加わ

り，おおむね30｡以上で移動圧は急激に増加し，積雪は

不安定となって，普通の造林方法では成功しなくなる。

さらに移動圧が大きくなりなだれを発生するようになる

と治山対策を必要とするのが一般である。しかし，傾斜

地の雪の動き方は傾斜の象ではなく，雪質,地形,風向，

方位などが関係する。なだれについていえば，ダキコミ

地形,風下面，南東面に多い。一方，沈降圧に対する対

策は困難なため，最深積雪深が4mに達すると造林は不

一

可

■
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その設置方法が最も苦慮した点であった。

標識板は一辺が2｡08mの正三角形の骨組上に平トタ

ンを張りつめて，燈色を塗布し，計画撮影中心方向に約

50°に傾斜づけて設置して，標識板上に雪が積もらない

ようにした。設置は6cm角丸太3本の支柱，あるいは

立木を利用して，予想される最深積雪深の2倍の高さに

設侭し，周囲10m以内の立木は伐採した。（写真-1)

航空写真の撮影は,本調査の作業力稀尺,/5,000を標
準として行なうため，撮影縮尺1/15,000で行なった。

積雪期における写真撮影は積雪面上の乱反射や紫外線が

強く，露出や絞りに注意が必要とされているが結果は非

常に良好であった。対空標識の確認も24点中23点が確

認された。この好成果を得た要因には対空標識の形状，

色調などが適切であったことや標識周囲の伐採があげら

れる。（写真－2）
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図－1調査の作業工程

査の作業工程ほ図－1のとおりである。

②対空標識の設侭と航空写真の撮影

積雪時の写真と無雪時の写真とで同じ点を正確に確認

するためには，対空標識の形状，構造，色調および設置

位侭の選定，さらに航空三角測量に必要な配点状況に注

意が必要である。特に雪圧,風圧などの冬期の気象状態，

積雪期の標識確認の問題から，対空標識の形状，色調と

；

積雪期の航空写真

（3）積雪量の分布図と傾斜区

分図の作成〃

まず航空三角測量を精密立体

点刻機，精密座標測定器ならび

に電子計算磯を用いた解析法で

行なったが，本調査が無雪期と

積雪期の比較測定に重点がある

ため，標定点の選定，計算に注

意を要し，標識代用点（積雪に

よって不明にならないよう自然

物や人工構築物）をも選定し

た。また各コースは接合点によ

って調整した。

航空三角測量の成果に合わせ

て,50m×50mのメッシュ（格

子座標）の標高を読み取り，無

雪期と積雪期との標高値の差引

計算を行ない，数値積雪深図を

写真－2
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一
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支柱を組承立てて設置立木を利用した設置

写真－1対空標識
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図－4模式的小地形における風向の変化の推
定強弱は風速の相対値の推定，太い長い
線は一般的な強い風を意味する。18ユ8ユs]6]"1ユ‘』5つ

図－2数値積雪深図

かなりのことが判明しており，模式的な地形と風向の関
係を推定したのが図－4である。

以上のような諸性質を考慮しながら，風向および風の

流線を判読し基本図上に描画する。

なだれおよび不安定地図の作成

昭和40年に雪氷学会が定めたなだれ新分類は6種類
に分けられた。本調査では雪質の判定朧不可能であるか
ら，全層なだれと表層なだれの2区分して判読した。全
層なだれは地肌が露出して容易に判読される。表層なだ
れは点発生のものと広い幅をもって直線的に切れ落ちて
おり，また典型的ななだれ地は発生区，移動区（崩落
区)，堆積区からなるが，堆稜区のデブリ（堆積区に上
方から雪がたまった状態からも判読される。

H、

A（
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B
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卜｡ 図－3
I

作成する。（図－2）

この数値積雪深図の上に基本図(1/5,000)をのせ，地

形，風向を参考にして,50cm区分による等菰雪深図曲
線を描画して，積雪量の分布図を作成するのである。
一方，傾斜分布図の作成は無雪期の標高測定結果をメ
ッシュ点の相隣りあうすべての点の標高差を求め，相隣
･れるメッシュ点までの距離でこれを除して地形の傾斜角

を算出する。図－3で0点の傾斜ほ8個の傾斜角の平均
値を用いる。こうして計算されたメッシュ点の数値傾斜
掴を基本図上に5．区分で等傾斜度曲線を描画する。

仏）航空写真の判読調査

無雪期の航空写真を対比しながら，積雪期の航空写真
から，積雪の状況（微視的な積雪量の変化，積雪の移動

形態)，気象（風向)，地表面の状況（植生，地形，障害
物）などを観察，判読するものである。

風向および風の流線図の作成

地形や障害物の影響により，風は雪面上に種,々 の痕跡

を残す。写真の上では次のようなパターンとして現われ
る。

○障害物による雪面上の条

○露出地や樹木に残されている条

○雪庇の張り出した方向

○雪面上の雪紋

風向の推定を小地形，微地形と関連させて定趾的に行
なうのは現在のところ困難とされているが，定性的には

表一1なだれの分類

｜なだれ発生の形
一一

| 点発生面発生

一

で

’
1すべり面の位置

不安定地とは，外形的には斜面の積雪に「雪割れ目」
ができる状態をいう。これは巨視的にみて積雪の移動速
度が著しく変化し，連続している積雪相互間の支持力が
やぶれたことを示すもので，雪割れ目の下部にはスライ
ドした雪のブロックが礎り上がり，平滑な積雪表面上に
小さく不規則な凹凸となる「雪しわ(圧縮シワ)」ができ
ることが多い。不安定地はなだれ地と積雪の移動が促進
される最初の動機は同じであるが，その結果がなだれに
なっていないところが相異するのである。

そのほかに，スノーポール，落雪，雪庇を判読し’韮

，

－23－



本図上に描画する。

調査の分析

本調査はこれまで述べてきた各調査項目をすべて基本

図上に描画して雪の環境区分（讃雪状況図）を行なうも

のであるが，調査の過程においては結果の信ぴょう性を

確かめるためのチェックや結果の解析を行なっている。
（1）積雪分布状況

山地の積雪を微視的に見るときわめて局地的な分布を

するが，巨視的に見れば海抜高度に比例して増加すると

ただしh=太陽高度

紗＝撮影地点の緯度

6＝視赤緯

t=時角

ところで,C'B′は影として測定すると，既知の数値

はh,AB(対空標識の高さ),C'B′であり，求める数

値は積雪深dである。

ABノ=AB×CﾉBﾉ×S
CB

8

Ｎ
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1：5，000

図－5穣雪状況図
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承なして差しつかえない。本鯛査では標高(Hm)と積

雪(Dcm)との関係は下式で近似的に表わされた。
D=0.267H-160

もちろん，本調査は1時点のものであるので,160cm

という定数項は時期により降雪鐙により変わるものであ
る。

なお，最深秋雪趣の分布図を作成するにば本調査での

メッシニ点にあたる現地に高橋式最深積雪量計を設置し

て計測し，本調査の積雪量との差を本調査の等積雪量曲

線の数値に加算したものである。

②対空標識の影の測定による積雪深測定

航空写真判読において対空標識の頭部は判読しにくい

が，影は比較的明瞭である。そこで影の長さを精密に測

定して積雪深を算出する方法が考えられる。

図－6において，太陽高度は近似値として次式で与え
られる。

sinh＝sin6sinP＋cos6cos紗cost

一

『
●

6

Ｔ
‐
ｌ
ｌ
ｄ
’
１
１
↓

〃
一

Ｂ
一
Ｂ

一ー－－

C

図－6
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の

ノ

d=AB-AB'

ただし,Sは写真スケール

以上のような方法による積雪深測定値では本調査での

数値と土0.4mの範囲で一致した。

（3）環境因子となだれ，雪割れ目の分布

なだれの発生について見ると，傾斜別には大部分が

35｡～50。の付近で起こっており，全体の75％にあた

る。（表－2）

表－2傾斜によるなだれと雪割れ目の発生度

の通過部分だけ草地,潅木となっていた所が多く見られ，

このような斜面ではなだれの発生している可能性が高い

と思われる。
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図一7なだれ・雪割れ目発生地点の斜面形態

表－4植生によるなだれと雪割れ目発生の割合

植生

護｜諺％
％
％

９
６
７

１
４
２

％
％
％

４
６
８

２
５
１

裸地草地

草地潅木

潅木

標高となだれ発生分布の関係については認められなか

った。

斜面形態を表一3のように区分して，なだれ発生との

関連を承ると，図一7のように縦断形では全体の54％

がA型，39％がC型であり，その合計約94％近くが下

降または平衡斜面で発生している。また横断形でも全体

の73％が凹型斜面で発生している。

植生との関係では草地，瀧木の混合林に多く発生し，

次いで裸地，草地となっている。無雪期写真ではなだれ

表－3地形形状

一方，雪割れ目の発生については，傾斜や植生との関

係がなだれ発生と同じ傾向を示すが，雪割れ目は標高

900m以_上での発生が大部分で，この点がなだれ発生標

高と異なっている。また斜面形態もなだれ発生斜面と異

なり，等斉斜面，凸型斜面が縦断形，横断形でそれぞれ

83％，72％を示している。これらの差異はなだれ発生

と雪割れ目発生の力学的差異を示しているもののようで

ある。

むすび

林業のための雪の環境区分の試み，とりわけ航空写真
による調査はその例がなく，その方法にも多くの問題を

残しているであろう。しかし，本調査の方法は航空写真
により室内で簡便に判読計測ができ，地域全体の同時

記録として巨視的に観察できる。

本調査経費はha当たり2,000円（総額803万円）で

あるが，雪害のための不適地へ造林を実行し，その失敗

による経饗や人的損失に比し，決して高額にすぎるもの

とはいえないであろう。しかし，本調査でも検討された

対空標識の影を測定して積雪深を算出する方法を系統
的，組織的に研究する，あるいは既存の航空写真の活用

を考臘した技術的体系を検討するなどにより，さらに安
価で簡便な調査法が実用化されることが望ましい。

本調査により雪の環境区分の骨組桑は作成されたので
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あるが，実際の事業のための微細な区分には現地での観

察，計測による肉づけが必要である。

本調査での調査地選定は雪の環境区分手法の確立や施

薬方法との関連を明確にすることなどが急務であること

から，多雪地造林として昭和39年より組織的に研究が続

けられている富山営林署を選んだのである。そこでは本

調査で取り上げた環境区分のための判定因子のほかに，

詳細な植生分類，残雪湿地，のたる現象などの因子の検

討，さらには施業方法，品種（スギ）の選抜などの開発

が進められてきている。

一方，多雪地の造林は雪の影響の承ではなく，その成

長や雪害に大きく作用するのは地味のよし悪しである。

地味のよい所は成長も早く雪害を受ける期間も短くな

る。したがって多雪地の造林では雪の環境区分に土壌区

分を合わせ考えていく必要がある。

じたがって，以上のような各因子を総合的に判定し表

示した林業のための環境区分が必要であるが，こうした

意味で，名古屋営林局で作成されている「富山地域施業

計画区における多雪地帯林業自然立地図の試み」は事業

上に大きな貢献をすることはもとより，多雪地林業のた

めの環境区分手法の韮礎ともなるものであろう。

最後に，本調査は実用上の目的とともに，雪の環境区

分手法の碓立をも目的とするものであるから，本調査の

結果についての雪害と各発生要因との相関分析や雪害防

除施業方法との関連での検定を行なうことが必要であろ

う。
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ハリブキ

Opjq"z"":

池加”iCws

が，ハリプキは，シラネワラビ，ゴヨウイチゴなどと

ともに，地形的にもっとも湿った立地に成立するサ

サーハリブキーシラネワラピ型，およびハリブキーシ

ラネワラピ型の主要な組成種として現われている。菫

た天然更新との関係で重視しなければならない前生稚

樹本数の点では，ササ（密生）型を除いて，これら二

つの林床型はもっとも本数が少なかった。

以上のようなことから，裏日本および，その影響を

かなり受けている地域の亜高山帯林で，立地区分，更

新区分を行なう場合，'ハリブキはその指標として着目

しうる植物ということができる。

用途としては，茎，葉が解熱，鎮咳の，根が肺炎の

民間薬として用いられているといわれている。

▲

ウコギ科，ハリプキ属の落葉低木で，北海道，本

州，四国の亜高山帯の林下に生育する。

高さは1m内外に達し，茎はぼとんど分枝しない。

数放の，長柄をもった大きな葉は，茎頂に集まって互

生する。葉は蝋状に分裂し，辺縁には不整のぎょ歯が

ある。茎にも，葉にも著しい刺針を生ずるが，まれに

ほとんどないものがあり，メハリプキと呼ばれる。夏

季，茎頂に円錐花序をつけ，帯緑白色の小花を開く。

果実は熟すると赤くなって美しい。

属名のOplopanaxはギリシャ語のhoplon(武器）

+Panax(チョウセンニンジンの属名）からきて鮨

り,Panaxに似ていて，トケが多いという意味。和名

のハリブキは，葉がプキに似ていて，しかも刺針が多

いことからつけられている。

ハリブキは，亜高山帯の湿ったところを中心に出現

するが，表日本では，散生程度のことが多い。しかし

ながら，裏日本では，しばしば群落をつくって現われ，

湿った立地ではかなり普遍的である。

わたくしたちは尾瀬地方のアオモリトドマツ林を，

林床型によって，ササ型，ササーハリプキーシラネワ

ラピ型，ハリプキーシラネワラピ型ヤマソテツーコ

ケ型，コヨウラクツツジーョケ型の五つに区分した
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本霄の内容は，育苗に必要な基礎区分し，それぞれ細部にわたって育

的知識としての育苗の原理編と，そ苗に必要な技術が網羅され,しかも,‘
の応用ともいうべき実際編に分かポイントをおいて解説されている。

れ，原理編では，よい苗木の条件，まさに育苗技術書の決定版といえる’

苗木の各種の生理,育苗上の診断,施だろう。生産に従事する方々 はもと

肥の原理と技術,.･苗畑作業の機械化より，指導の立場にある森林組合技

が，実際編では育苗の目標，実生苗術員，林業改良指導員の方灸に座右
の養成，さし木苗の養成，ポット育の書としてぜひおすすめしたい。

苗，推積肥料の作り方と施用法等に（林野庁研究普及課’佐藤卓)，

（お申し込み，お問い合わせは直接発行所にお願いします）

'4119811uu11080n11180IJ'11110#llllllloo1101uj8mlII191nl81100I11111000010180100110110011101IIIDI11111000II001100(11Ⅱ0600hlOODO1100119UII161101061961111InlO18Pc6nlⅡｵOUIIlIlO敏

下記の本についてのご注文は，当協会へ
古謹はとかく売切れになりやすいので，ご注文は，お早目に。お申し込象に対
し在庫がありましたら，すぐ送付致しますから，それによってご送金下さい。
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｢生産者のための

育苗の原理と技術」
ゼ

一

農学博士宮崎榊著

A5判259頁1,300円（送料実費）

全国山林種苗協同組合連合会発行

（東京都千代田区飯田橋4－9－9）

｜著者｜名書

育苗技術は，ここ十数年来，めざ

ましい進歩をとげている。しかしな

がら個舞の生産者の苗畑経営や技術

を見た場合，苗木の生理等の基礎的

知識の理解が不十分なための失敗や

貧弱な苗木の生産，あるいは，病虫

害防除，除草に用いる各種薬剤，肥

料，苗畑機械等の使用が合理的でな

いため効果がそれほどあがっていな

いものなど少なくなく，より一層の

具体的な技術指導の望まれるところ

である。

本書は,かかる見地から育苗技術，

研究の第一人者である著者が既刊の

｢苗木育成法｣，「苗木の育て方」を

その後の新しい研究成果と著者自身

が行なった全国各地の苗畑における

調査や現地指導の経験さらにほ造

林地における追跡調査等の結果から

得られた資料をもとに最近の新しい

問題，たとえばポット育苗，稲作転

換による水田跡の育苗などを含めて

350余のカラーおよび白黒写真と図

表を用いて，実際に生産に従事する

者の立場に立って,全面的に改訂し，

親切にわかりやすく解説されたもの

である。
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まつしたきく

松下規矩

(林試・東北支場長）

キメテカカリ批判

いつか近藤助大人に伺った話だが，ある山持ち（林業

家？）の山を見に行って，この山の立木材積いかんと尋

ねたところ，立木材稜とは何かと聞かれた。オヤオヤ立

木材積の説明から始めなければならないのか，これは大

思ったが， ともかく説明したところ変なことになったと

が，今度は，そんなそんなもの知って何の役に立ごつのかと反問

された。学問の上ではどうか知らないが，自分たちに
でごく

勘講，そういうものはどうでもいいこと，必要なのほ出石

1

－出てくる丸太の材積一がどれほどかということな

のだ，というわけなのである。

なるほど，言われて見ればまことにもっともなことだ

と思って，この話を何人かの林学先生に受け売りして，
●●●●●●甲｡●

立木材積の林業ないし林学的な意味いかんを聞いてみた

のだが，そう言えばそうかもしれないが，やはり必要だ

ろうぐらいのことで，まともな答は得られなかった。あ

らかじめ，立木材職朧必要，有意味なものときめてかか

っているのだから話にならないわけである。

しかし，私などの素人的感覚からしても，まず立木材

積を算出し－測定しとは言えぬと思う－，それに造

材歩止まりをかけて丸太材積を筑出するというようなや

り方は，不確かな要素をいくつも用いるだけは，学問的

にも筋が通らないのではないかという気がする，少なく

とも途中段階で立木材積を見ることが不可欠であると立

証されない限りは。したがって，立木材積を見るのもい

いかもしれないが，真理の発見などと称して，そのヨリ

精確な算出方法などを深追いするのは一種学に淫するも
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度で，杖は必要としない一一頭の回転も早いし，話題も

広く，弁説もすこぶるあざやかである。林間漫語〔17〕
夜は''時ごろまで飲んでも，少しも乱れないし，翌

日に影響するようなことは微塵もない。

ほったしょうじ お酌に来たご婦人から授業料を頂赦したくなるほど，
堀田正次 芸達者であり，どんな芸者ともすぐ肝胆相照して，楽し

（三菱製紙（株)・取締役）み合う特殊技能の持主である。
性欲のことは聞き洩したが，食欲は三度三度，若い者

老人再認識とあまり変わらないほど召上がる。

この春82才の母が老衰で逝去した。15人の子供を生お酒の相手をする立場にあるわたくしが，酒が飲めな

尋，うち13人を育て，現在ピンピンしている12人の子いので，年甲斐もなく，先に参ってしまうか，最後まで

1供に見守られながらの極楽往生であった。頑張ると，睡眠不足になって，翌日の車中でフラフラ居

丸ノ内の鉄筋コンクリートのピルも50年が来ると，眠りすることがあっても，この元老は，キチンとした崩

ガタが来たのか，プッこわして作りかえる時代に，一見れない姿勢で，景色を眺めているか，和歌作りの想を練
Iヒヨワそうな人間がピルの’､6倍以上も働き続けたといっている。

｡うことは一大驚異である。到底，わたくしごとき野人の真似のできない三菱神士

最近わたくしが身近に接した二人のたくましい老人をである。

紹介しよう。読者諸兄も，彼らを見習って，長生きして自宅では，朝食，昼食は軽いものですませ，夕食はゆ
恥､ただきたい。つくり時間をかけて，好きな酒を飲みたいだけ飲んで，

ねむい時に眠り，起きたい時に起きられる。

（’）決して早起早痩ではなく，遅起遅寝で，ねむりたいだ

三菱製紙の元老の一人85才である。け十分に熟I唾をとることが，長生きの秘訣らしい。
山を見たいとの希望で，3泊4日の予定で，先日東北新聞や経済雑誌はたんねんに読象，著名人の講演をよ

の山を案内した。く聞き，財界のトップクラスと深く接触を保ち，暇があ

足が若干弱っているだけで一一歩くのが若干おそい程れぱ能を舞い，謡曲をうなることが，頭や身体の老化を
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のとしなければならぬと思われるわけである。ムダな研

究というのは，そのような研究のことなのではないか。

そもそも，学問や技術の進歩にとって最も有害なのが

キメテカカリであることは言うまでもないことだろう。

しかし，これ霞での林学先生のご研究には，キメテカカ

リから来るムダ，ないししばしば有害なものが多かった

,のではないかと疑われるのである。いわゆる（伐期=）

平均成長量最大の（真の）時期にこだわるのもその一つ

である。

確かに，平均成長量最大の真の纈開はある幅の中のど

こか一点にあるはずであり，その幅をできるだけ狭く限

って行くことが真の値に近づくことであると言ってよい

だろう。しかし，それが計算機をヨリ多く回転させるこ

とで可能かどうかは，元の資料の鐙や信懸性にかかって

'いることもいうまでもないことだろう。そして，いわゆ

る収穫表に掲げられている平均成長獄の数値などは，小

数点以下は当然4捨5入一一一般的に言えば括約－す

べきものと思われるのである。そうすると30年間ぐら

いの間で，平均成長量は等しくなってしまうが，それは

それで仕方のないこと，よいことと思われるのである。

そのことをある席で言ったら，その道のさる大家先生

から，平均成長鐙が30年間も等しくなっては困ると言

われた。困るのはだれなのだろう？学者先生だけなので

はないのか。たとえば，いわゆる伐期齢をきめるさい

に，平均成長量最大の時期を一つの目安とするというこ

とには大いに理由があるとしてよいと思うが，そのさ

い,その時期が株素的厳尺度では,大きな幅の中にある
ということは，むしろ都合のよいことなのだとも考えら

れるわけである。鐙の幅の中では，他の諸点の条件によ

っていつ伐採することに決めても，平均成長量最大の時

期に伐採する趣旨に一たとえそれが至上命令である場

合でも－違背しないからである。まして，平均成長品

最大の時期というものが林業の，少なくとも個燕の経営

にとってどれほどの意味があるのかもはなはだアイマイ

であるにおいておやである。
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防ぐ秘訣だとおっしゃる。

同行中に，わたくしの生まれる以前の明治時代の話

たとえば日露戦争の時，受験のため上京した時の模様と

か，明治末年，洋行した時の外国の話，あるいはまた，

わたくしの少年時代の大正初期の昔話アレコレを興味シ

ンシンと聞かせるような話で終始した。

別れる時に「君の案内は面白く，楽しく，有益であっ

た来年もまた頼むよ」と言われたが，老人臭くない老人

憾まことにいいものだと再認識した次第。

くりと飲承かつ食べ，酒が適量入ると，すぐ横になって

熟睡してしまう。

わたくしの方から「この年になってセックスの方はだ

めだろうね」と誘い水を出すと，「まだまだ大丈夫で

すよ，まだコレがいるもの」と小指を差し出してくる。

「これはこれは驚き桃の木サンショーの木，一

体全体どうなってるの」と相づちをうつと，彼は小指と

の長い間柄を楽しそうに話してくれた。話の最後に「正

直な話わたくしも年が年だから，昔のように再三訪ねて

行けないのが淋しい」と本音を吐いたが，ゼロ回答でな

い所を見ると，彼も老いてますます元気で，当分お参り

することもなさそうである。

この会話以後，わたくしはこの爺さんに対して，再認

識をした次第。

（ 2）い別

来年80才になるという材木屋のご隠居さん。わたくする

しのどこが気に入ったのか，わたくしを紹介してくれたこ

人の所へはあまり寄りつかず，東京に来ると，まずわた識を

くしの所へ訪ねて来る。（わたくしの会社が東京駅の前

にあるためかもしれない）

材木の商売のことは息子にまかせているくせに，木材

業界のことはなかなかどうして詳しく，なんだかだと話

は長く，話疲れると，風のごとく，帰ってゆく。

年寄りの通弊として,自分だけ喋って,人の言うことに

耳を傾けないものだが，この爺さん，わたくしの馬鹿話

もよく聞き，口角泡を飛ばして反駁するかと思うと，わ

たくしの右手を堅く握って，賛意を表することもある。

彼と前述の元老と違うのは，彼は早起早寝主装で，夕

食には新鮮なサシミを前にして，チピリチピリと，ゆつ

－29－
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マ レ－の 育 林便覧（3）

マレー山林局長代理R.Cバーナード著
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（前号15頁より続く）

下層植生に対して一時的に差し込む陽光がふえるであ

ろうが，およそ2～3年で，処理地の大部分に不斉な林

冠ができあがる。直径2インチ以上の立木をすべて皆

伐・薬殺しても，新しい林冠がすぷやかに形成され,2～

3年後には20～30フィートの高さに達するであろう。

ウォルトンの試験は，メランティの稚樹が全陽光に対し

て急速にまた強く反応することを明らかにした。その最

も著しい証拠は，昭和7年に皆伐され，枝条を積み重ね

て焼き，植林されたプ戸ツト6/31である。3年後には，

面積の75％は，昭和6年に天然下種した種子から発生

したメランティ・テムバガやメランティ・サラン・ブナ

イの若い小径木でお鮨われた。空白な箇所はほとんど火

入れで焼かれた部分であった。

これらの結果を確かめるために多くのプ戸ツトが設定

されたが，林冠の完全な伐開をしたプロットではただち

に急速な生育が見られ，良好な生存率を示した。一方部

分的に伐開された区画でば初期成長と生存率はかなり悪

か一つた。

上木を完全に除去して後更新が成功するという証拠

は，風害を受けた地域で示される。一つはウォルトンに

より示され，もう一つはマーリマ．ｳ保存林2D林斑でバ

ーナードにより示されるが，これについては「保育」の

節で述べる。

日本軍占領後マレーへもどって染ると，無秩序な伐採

の跡地や食温収穫用に皆伐されたが耕作されなかった土

地に，稚樹が密生しているのが多数の官吏により観察さ

れ論評されている。

伐倒被害からの回復

もう一つ重視せねばならないのは，稚樹の生存率と伐

倒被害からの回復である。天然下種と更新促進作業の目

的は，伐倒の前に禰勘を，小径木鯛高5フィート以上

径2インチまで）の大きさに仕立てあげることであっ

た。伐採夫に受け入れられる立木の本数は限られてお

り，注意深く監督しても伐採はしばしばかなりの被害を

及ぼしたのである。

ミリエーカー単位の小さなコードラートとI､ランセク

トを観察することによる天然更新の研究は，昭和7年ご

ろ始あられた。これらは伐採または巻枯し薬殺がなされ

る前に設定されたが，いくらかの稚樹が伐倒木の樹冠の

下になり消滅するのは避けることができなかった。

ウォルトンの記述する一例をあげると，風害に襲われ

たある試験地では，地上に落下したおびただしい枝の堆

積から象て，更新稚樹は全滅と考えられたが，8カ月後

の調査では50％が生存しており大きいものは1rnに達

していたという。フタバガキ科の萠芽更新の試験の結

果，赤メランティ・グループとメラワソは地表近くで坊

られるとなかなか萠芽しないが，樹高10フィート以下

のメランティ・テムバガほ2フィート以上の高さで切ら

れたり，あるいは折り曲げられ踏承つけられると新しい

枝を出すことがわかった。

結論

以上のことから普通のマレー用材樹種の天然更新を実

施する最もよい方法は，稚樹の上方林冠を完全に伐開す

ることであるということができる。

これは利用可能な立木を伐採すると同時に，あるいは

2～3カ月後までに利用できない不要な径2インチ以上

の立木を巻枯し薬殺することによってなされる。林冠を

最初に完全に伐開した後の処腫は，更新稚樹の承を2～

3年間放隠するのが最もよいということが，観察や試験

処理区から判明した。

大径木が密生している場合は，伐倒の際に下層植生を

なぎ倒して完全な林冠の伐開がなされる。しかし伐倒の
対象となる立木がまばらである場合は，伐採がすんでも

林冠が伐開されない部分が，あちこ､らに残るので，この

部分の立木に対しては巻枯し薬殺作業が実施されるので
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ある。作業実施の結果，処理木の多くは2カ月以内に大

部分は1年以内に枯死し，林内に陽光が差し込むように

なる。形状がよくて収穫期には良材の生産が期待できる

用材樹種の小径木に対しては巻枯し作業を行なわない

が，これらの小径木は稚樹の密生した群状地を形成し，

30～40年後に中間の収穫をもたらすのである。

孤立未熟木の生存率

孤立未熟木の生存率についての資料は少ない。セッテ

ンはセランゴール州の標準地No.26,No.27,N0．29の

調査結果を次のように報告している。調査対象の立木は

4種のメヲンティとジェルトソの未熟木であって，大正

13年～昭和8年の10年間の枯死本数を次の表に示す。

No.26は昭和4年に,No.29は大正13年に伐採された

が|,No.27は伐採されなかった。No.26の風折害のほ

とんど全部は伐倒直後の暴風に起因する。

ない。陽光がそのまま差し込む二次林では，稚樹や萠芽

の成長が早いので，不要木伐採の効果は短期間しかな

く，更新稚樹の下刈りを数年間何回も実施するのば，実

際的でもなければ経済的でもない。生態学的見地からも

多分望ましくないであろう。それだから，普通のやり方

としては，林冠を完全に伐開した後数年間は二次林をそ

のままにしておくしかほかによい方法はない。

伐採と巻枯し薬殺作業後2～3年目の二次林を観察す

ると，おびただしいつる類や枯殺倒伏木による被害が認

められ，欲する更新稚樹を発見するのは困難である。林

務官にとっては，その場所を更新失敗として帳簿上処理

するか，あるいはなお残っている少数の更新稚樹を助け

ようとただちに刈払いとつる切りをするしか方法がない

ように感じられるのである。しかし，注意深く調査する

と，その面積の大半にはたくさんの用材樹種が密生して

いることがわかるであろう。少数は樹冠のかなりの部分

を一般林冠の上しこ出し，多数は樹冠の先端を林冠にのぞ

かせている。また唾い広葉樹とクルインのある種のよ

うな）成長のおそい樹種の多くは林冠の下にあるが，見

たところきわめて健全である。最も樹高の高い立木は樹

高に比してきわめて直径が小さくて（一例として樹高25

フィート以上直径1インチ以下)，周囲の植物によって

支えられている。上長成長で二次植生と羨合して負けな

いという点は，雨緑林の最高樹高階腫属する立木の重要

な生物的能力と思われる。

利用間伐

二次林を放置しておくということは，何も手入れをし

ないだけでなく，何も伐倒しないことを意味する。伐採

がすんで数年経過してから，かつては不採算として切り

残した立木を，今度は市況の変化によって採算がとれる

ようになったからといって伐採することが行なわれる

が，このような「利用間伐」は造林上好ましくない。長

期間にわたる伐採や，いろいろな連続的な伐採は，大き

な更新稚樹に少なからぬ被害を及ぼしアランアラン草や

つる類等の雑草の発育を助長し天然更新を阻害する。

昭和25年6月の州林務官会議では，どんな場所の伐出

期間も30カ月以下とすること，また伐採許可面積は被許

可者の平均出材量に応じて作業期間が30カ月を越えない

ように調節することを決めた。昭和28年の地方林務官第

4回章は，造林上望ましい間伐または更新のための伐採

以外には伐期まで伐採を実施しないよう指導する。

戦前の刈払試験

手入れしない二次林の小さな更新樹の生育を，刈払い

や間伐をした稚樹と比較する研究は各地でなされた。

ミードとジュランの記述によると，標準的な刈払いで

3
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現在の方針は，伐期まで生き残れそうな形状のよい有

用樹種の未熟木はそのまま残しておくことである。生き

残れるかどうか疑わしい場合や，その立木が通直完満で

ない場合は薬殺すべきである。

→

林分と林木の保育

刈払いの目的

林冠の部分的伐開は，劣等樹種の除去を目的としてお

り，これは林冠に等間隔に直径25～40フィートの空間

を作ってやると最もうまくゆく。しかしブルカールの出

現は伐開が過度となったしるしである。一般に刈払いの

目的は，雑草や成長の早い軟材樹の被圧から，欲する更

新稚樹を解放してやることである。

刈払いの効果

林冠がほんのわずかしか伐開されていない場所で，下

層植生を刈払った効果は3～4年間は明らかであって，

稚樹の成長は目ざましかった。陽光の増加，根系競合の

減少，刈払物や姑殺木の葉の分解したための養分の増加

等がその原因であろう。

林冠の完全な伐開がなされると，二次林が急速に発達

し，そこではどんな刈払いをしても数カ月間しか効果が

刀

』
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は（樹高5フィート以上の）有用樹種の稚樹の中の10フ

ィート以内の非有用樹種立木はすべて山刀で切り倒せる

ものは切り倒し，それ以外は巻枯し薬殺する。有用樹種

が存在しない場合は，形状のよい非有用樹種の稚樹を10

フィート間隔で残しておく。それ以外の立木は薬殺し，

ベルタムヤシや野生バナナやつる類は切られる。

結論

十分な陽光のもとで，伐開後2～5年間では次のこと

が確認される。

(a)幼齢更新林の刈払いは，およそ2年間は有効で

ある。

(b)刈払いばつるの成長や，つるの被害を起こす原

因になるようである。

(c)成長の早いメランティや，その他の多くの成長

の早い用材樹種は，最初の5年間かそれ以上の間は，競

合したり，または重大な被圧を受けないようである。

(d)成長の遅い重い広葉樹や中膳の広葉樹は2年以

内に二次林に追いつかれ，補助手段なしには優勢木にな

りえないであろう。枯損率は低く，かなり旺盛な状態が

2，3年は持続するであろうが，いったん被圧される

と，きわめておそくなる。

(e)十分な陽光のもとで，約5年間，手入れをして

いない二次林は，小さな下層植生を伴って，25～40フィ

ー1､の高さになっており，比較的容易にその中で歩き回

ることができ，つるを切ったり不要な競合を起こす樹幹

を，今後も起こらないように薬殺することができる。こ

のことは更新した林分の林分改良作業で述べる。

樹種

故C.F.シミングトン，ジュラント，さらにウヤッ

ト・スミスらによって，林冠において，被圧されたり更

新したりする樹種の構成はどうなっているかが集約的に

研究された。次のリストはマレーの森林に一般にあるも

ので，大きな林冠を持った成長の早いものであるが，一

般には成長しても有用な林木にならないで，二次林の中

で望ましからぬ競合をするものである。
アラAraFicusspp.

、ペランガンBerangan CastanOpsisspp.

プロ・プロBuloh~bulohPellacalyxSpp.

デレキDelek.Anisophyllaspp.

ガンビヤ・ブタン

GambirhutanMaesaramentacea

〆､ンパス・テブ

HampastebuGironnieraspp.

ケルナムkernfMm Glochidionspp.

クピンkubinMacarangagigantea

、

メダン・ケラワ

MedangkelawarElaeocarpusspp.

メンペニング

MenpeningQuercusspp.&
PasaniaSPP.

パガル・アナク

PagaranakIXonanthesicosandra

プタットPutatBarringtoniaspp.

セタムプルSetumpulHydnocarpusspp.

シャル・メナ"、ソ

SialmenahanPternandraspp.

トラン・ダイン

TulangdaingMillettiaatropurporea

これらは，有用樹種と望ましからぬ競合をしている場

合は取り除くべきであるが，下木としてはそのままにし

ておくべきである。早成樹種にとっては重大な脅威であ

り，これを除去するための保育作業は，監督裡にやらな

ければならない。

重い広葉樹区域の取扱い

豊富な重い広葉樹の更新林があり，経営の目的が重い

広葉樹の最大収礎量をあげることにある場合，高価な成

長のおそい重い広葉樹について行なうものである。

マレーの大部分で集約的な処理をすれば，十分な蓄積

を得られると見られるものは，

バラウ。クマスShorealaevisRidl.

バラウ・クマス・ヒタム

S.maxwelliana(King)Sym.

バラウ・ラウトS.glaucaKing

メンバツS.guiso(Blanco)B1.

センガワン・アヤS・sumatranaSym.

チェンガルS.heimiiKing

ギアムHopeanutansRidl.

ダマール・ラウト・メラ

S･kunstleriKing

メルバウIntsiapalembanicaMiqo

この中で，バラウ・ラウトとメンバツは耐久性に乏し

く，センガワン・アヤとギアムはめったに大木はない。

間伐

定義

刈払いや改良薬殺巻枯しをすると，林分は徐赴に発達

していき，その上層木の多くは経済的用材樹種になって

いく。マレーにおける間伐は，用材樹種の幼齢林から，

採算のとれる伐採をするとか，薬殺巻枯しによって取り

除くものを間伐といっており，次の間伐や，成林時まで

残る主林木の，成長量，形，またはその価値を改良する
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ことを目的としている林分について行なうものである。

間伐の目的

（'）被圧木や劣勢木から収入を得ること。また根系競

合を減じて主林木が有利な条件になる襲うにすること。

②形が悪いものや，価値の低い用材樹種を伐採する

こと。これは早期に全部伐倒することでなく，林分にと

っていよいよ必要だと判断された時に，最も悪いものか

ら伐採する。

（3）成長の遅い林木を伐採して，成長の早い林木に林

分成長を集中させること。

仏）よりよい品質の材を得るために，成長量を調整す

ること。軟材のシヨレア属のものは自然の欠点として心

材にスポンジ状のものがあるが，健全材質のものは，小

径木よりも大径木からとれる割合が高い。

（5）病害木を切ること。これは健全木に蔓延すること

を防ぐ。

林分密度の影響

成長量寿，林分構成のコントロールのための間伐は，

林分密度，競合の強さを調整することである。最高の肥

沃度は，原始林のような，その場所が維持しうる最高密

度の永久林で得られる。上層木の密度をすかすことは，

下層木の密度を高めることになり，ふたたび平均鰻高密

度になる。

林分密度の測定

密度の変化を測ることはきわめて困難である。密度を

測る実際上のやり方は，①林冠の完成状態,(ii)その

場所における樹幹の数と寸法の組承合わせ，について調

べることである。

(i)光の強さによるもの

りチャードはこの問題について論じ，マレーの森林で

の測定はスミスやウォルトンが行なった。しかし熱帯降

雨林の複雑な構造の中では，間伐の目的のために林冠の

完全さを測定するために，光の強さを測定することは何

の実用価値もないように見える。人工林でも天然林でも

人間より高くなった林分では，下層木や下層植生が多量

に伐採されなければ上層林冠は見えない。視覚による林

冠密度の測定はまれにやっているにすぎない。

(ii)胸高断面積によるもの

熱帯降雨林では，異なった階層の樹冠を持った樹種の

単位面積当たり胸高断面稜合計が,密度を計る正確な基
準となるとはいえない。温帯林では胸高断面積の種なの

区分が設けられてきたが，そのレイネイクの密度指数

は,熱帯降雨林でも使用可能と思われるが，その適用に

ついては十分に調査されていない。ウヤット･スミスや

セッテンによって，丘陵フタバカキ科林，低地フタバガ

ギ科林について調査が行なわれた。

間伐における過去および現在の実行

マレーでは，伐開後5～10年目の幼齢高密度重硬木林

の二次林で間伐が行なわれ，また，林木が利用サイズに

なった時に収謹間伐が行なわれている。熱帯降雨林にお

ける間伐効果は，長続きせず急速にうっ閉する。小丸太

の需要がなければ，5～10年サイクルの正規間伐は経済

的ではないし，需要があればよい形の木の承を伐採利用

し，曲がったり，分岐した木は薬殺巻枯しすることが望

ましい。また更新林においては，小丸太伐木夫の監督を

することは困難であり，ヤブ林の中に標識のない根株が

かくれやすく，損傷は将来性のある用材林分の収入を不

均衡にする。

個食の優勢状態におけるバラツキ

昭和16年以前に設置し，連年測定していた標本プロッ

トで，占領後の昭和21年，22年に調べたところでは，

以前優勢木であったものが，多くは隣りの樹幹に被圧さ

れて優勢木でなくなっていたことがわかった。個々 の林

木の優勢状態は，時間とともに二つの方向（亜優勢木か

ら優勢木へ，またその反対へと）へ，かなりの変化をす

ることは明らかである。これは因子の変化に由来するも

のであろう。しかし，根系癒合がその理由の一つである

かも知れないと示唆されている。根系癒合は森林内にか

なり存在し，幼齢の純林か植林地における薬殺巻枯しの

あとにはない。巻枯ししないものが，巻枯し木と同じ時

に突然枯死するのを見る。癒合に続いて寄生が起こり，

一本の木が主林木となって他のものから養分を吸いとっ

て優勢木となる，と解釈することができる。

（以下次号）
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会員の広場

サワラを台木にした

ヒノキつぎ木苗の造林

ももせゆきお

百瀬行男

（関東林木育種鋤

はじめに

中部山岳地帯のヒノキとサワラの天然分布は，沢筋の

土壌温度の高いところに肱サワラが，中腹から尾根にか

けてはヒノキが分布している。

十数年前沢筋の平坦地でサワラの優良木を伐採した跡

地にサワラを植えるのはおしいと思いヒノキを植栽した

ことがあるが，その大部分はすぐ枯れ，わずか生き残っ

たヒノキも成長が悪くやがてはほとんど枯れてしまっ

た。

それ以来，便利で地位もよい沢筋のサワラを価値の高

いヒノキにかえる方法はないかといつも思ってきた。

たまたま昭和30年三木博士が「遺体から承た木曽五木

とその変遷」の中で〃サワラの欠点を補いかつサワラの

生育場所をヒノキにかえる方法としてサワラにヒノキを

つぎ木してはどうかと思う〃ということを発表された。

そこでさっそく昭和34年春サワラの台木にヒノキを

つぎ木して長野営林局上松営林署管内国有林に試植を依

頼した。それから約10年を経過し上松営林署で成長調

査をして研究報告が出されたのでその結果と，これから

の考えかたについて意見を述べたい。

なお，造林・保育・調査等にご協力をいただいた長野

営林局造林課の方をおよび上松営林署の皆様に厚くお礼

を申しあげる。

（1）苗木（供試苗）

昭和34年4月関東林木育種場長野支場でサワラの2

年生実生苗を台木にして，ヒノキの造林木（カラマツの

下木植栽された約40年生の造林地から）つぎ穂を取り，

ハギツギ臨田1959）によってつぎ木を行ない，昭和

35年4月床替えをして昭和36年5月山出しをした。つ

ぎ木床替数通および活着率等は次のとおりである。

表－1つぎ木・床替え数量

1つぎ木｜床一替

．＊っ誉樗覇琴鞘響臘ゞ
ｻ濯皇瀞苗|ﾋﾉｷ'3026187126124921
注）つぎ木は1人で1時間たらずで実行したが標準功
程としては1人1日180～200本前後と推定する。

（2）造林

昭和36年5月長野営林局上松営林署管内国有林に試

植を依頼して下記の場所に集団として造林した。

表－2試植地

豊月脅|植栽場所|方位|土性|標高|備考

撫息栂
長野県木曽郡

昭和36年
緯斑椴畠N5月11日
有林893

（3）調査結査と考察

昭和39年12月成績調査が行なわれた（長野営林局・

グリーンノート）その後昭和44年12月上松営林署で調

査しその結果が発表された（長野営林局業務研究発表集

1969)｡それらの測定値を掲げると表－3のとおりである。

昭和39年度の調査はサワラ台木にヒノキをつぎ木し

た苗木だけについて成績調査が行なわれたが，昭和44年

度は供試木が植栽されている区域を中心として13m×8

mの試験地を設立して，その区域内に生育するすべての

造林木について根元直径，地上1mの高さの幹の直径樹

高について毎木調査が行なわれた。

写真－1サワラを台木にしたヒノキつぎ木苗造林地
昭和43年2月撮影（8年生）

調査結果（表－3）を見ると，サワラを台木にしてヒ

ノキをつぎ木したものが実生のヒノキ造林木に比べて平

均値でやや大きいとい・う結果であるが，本数も少ない

し，集団として植栽してあるだけなので有意な差はない

と承るのが適当であろう。しかし図一2のように樹高に

対する1･nl高の直径は供試木のほうが太いのは興味が

･一・一34‘－－－
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表－3成長調香表

ーーーーー一一l■■■ーーーロ

サワラの適地でヒノキの生育が困難

な場所に試植地を広げて成長状態を

確かめたい。

（4）ヒノキとサワラ苗木の根の

水浸試験

ヒノキとサワラが自然状態で生育

場所を異にしているということはそ

の特性に差があることが考えられ

る。そこで根の特性を調べるため昭

和45年5月10日にヒノキとサワラ

の1．2年生苗木および比較のため

アカマツ2年生の苗木をホーローび

きのバットに礫(直径5～7mm)を

入れそこに苗木を植えて，毎日3回

（8時。12時。16時）自動的に散水

をして常に根が水の中に浸っている

ようにし，1成長期が終わった昭和

45年11月10日に全体の苗木を掘り

あげて枯損数,根の状態等を調べた。

これで承るとヒノキは1年生苗よ

りも2年生苗のほうが枯れた本数が

多い。根の状態は図－5．6のとお

りで樹種による違いが大きく，調査

時まで生き残っていた苗木は水中に

浸った根が腐敗して，水面近くの幹

あるいは根の部分から不定根が出て

いるが，枯れた苗木はまったく不定

根が出ていない。

不定根の通も樹種による差が大き

く，スギ2年生苗の不定根が一番多

く，つづいてサワラ。ヒノキの順で

アカマツはすべて不定根が出ず枯れ

た。1年生苗の不定根もスギが一番

多く，つづいてサワラ，ヒノキの順

となっている。なお，形態的特性に

小枝は等面性で乾燥に耐えるような形

サワラの小枝は下側になった両側に気

’
‐サーワ

ヒノ

昭39
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ヒノキ実生苗の造林木（比較木）

昭“．12調査
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ある。また，試験地内の供試木中に樹高がいちばん高いついてもヒノキの小枝は等面性で乾燥に耐えるような形

ものと,1m高の直径がいちばん太いものがあるが，こ態をしているが，サワラの小枝は下側になった両側に気
れはその部分が局部的に湿地でサワラの適地なのかもし孔があり両面性となって温度の多い所に適応した特性を

れない。試験地は前生樹がヒノキ78％，ヒバ22％で示しているといわれる（三木’970)。以上のようにサワ

あるからサワラの適地というよりもヒノキの適地といえラは温湿状態でも不定根が出やすいということ，形態的

るだろうから，全般的にぷて両者の差がほとんどないと特性と相まって，湿度の高い土壊に適応するという特性

いう結果のような気がする。いずれにしてもサワラを台が認められる。

木にしてヒノキをつぎ木した造林木が実生のヒノキ造林（5）論議

木とほぼ同じ成長をすることがわかったので，これから中部山岳地帯のヒノキとサワラの垂直的分布は，サワ

ー35－
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そした

写真－2スギ，サワラ，ヒノキ,アカマツ

2年生苗の水漬後の根の状態

左からスギ，サワラ，ヒノキ，アカマツ，10月5日撮影

南限地は島原半島の温泉ケ岳北緯およそ32.48'とされ

ている（林1960)。

これを大まかに見ると，ヒノキは中部地方から南に多

く，サワラは南部に少なく，北部にかたよって分布して

一

fJ
－

4､OEm1.0 2．03．0

地上1.0mの直径

図－1試植木とヒノキ実生造林木の樹高と地上
1m高の直径

(平均値0.599％）
××xxx×
×××

(平均値0.797％）

ﾋﾉｷ爽生蔵による｜造紳木(比較）
x

xxxxx輯…××~xXXXX××x
xxXXX×琴

サワラ台木にヒノキを
つぎ木した造林木 ●。｡。・・・：・咽・・･･●

0.50．60．70．80，91．01.11．21
一
皿 0．20．30．4 3％

図-2試植木とﾋﾉｷ実生造林木の樹高1m対高直鍾の比率(閏､満の直曾×'00)
表－4根の水浸による枯損調査表－5ヒノキとサワラの造林成績（昭和46年3月調査）
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ラは沢筋の土壌湿度の高いところに多く，ヒノキは中腹

から尾根にかけて分布している。一方水平的な分布はヒ

ノキの北限地は福島県下の永戸国有林および赤井岳民有

林の北緯およそ37.10'で南限地は屋久島下屋久国有林

の北緯およそ30.15'とされている。サワラの北限地は

岩手県下の早池峯山西麓岳国有林北緯およそ39.32'で
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写真－3ヒノキの樹幹No.2号木約45年生
（とくり病，ろう脂病）

く，本邦の広い地方から出現する。

また日本以外からはヒノキの古生物は知られていない

のにサワラは欧州の第三紀層からも球果の古生物が知ら

れている。さらに遺体の出現状況を象ると,サワラは鮮

新世に多く洪積世,現世とだんだん少なくなっているが，

ヒノキは鮮新世に少なく，洪積世から現世に至って多く

なっているという（三木1970)。

以上の諸点および前述の木曽地方に試植した成績など

を考え合わせてヒノキの天然分布地域より北でサワラが

天然に分布している地域および北関東地方などでヒノキ

の形質が悪い地域の造林用ヒノキとしてもサワラを台木

にしたヒノキのつぎ木苗を試植して承たらどうだろう

か｡

おわりに

ヒノキの天然分布地帯の沢筋で地位’地利ともによい

場所に生育するサワラを価値の高いヒノキにかえる方法

としてサワラを台木にしたヒノキのつぎ木苗を育成し中

部山岳地方に試植したが，その後順調に生育しているこ

とが報告された。

試植林は，ヵ所だけで供試木の本数も少なく，’0年生

前後の幼齢のため結論的なことはいえないが，順調に生

育する見通しが得られたので，ヒノキの天然分布地帯以

北の造林用ヒノキとしても試植をして承たい。

写真－2サワラの樹幹No.1号木約45年生

いる。またヒノキの造林成績も北に行くに従ってろう脂

病にかかりやすく造林成績が悪くなるがサワラは割合よ

く生育している。

水戸市関東林木育種場付近の平坦林でもヒノキはろう

脂病や徳利病にかかっているものが多く，根元付近の曲

がりも多い。それに比べてサワラはろう脂病にかかって

いるものはまれで，幹も通直完満のものが多く，全般的

に生育がよい。たまたま林木育種場の近くの平坦地でナ

ラ林の境界にヒノキが一列に植栽された中にサワラがま

じっている林分があったので調査した結果は表－5のと

おりである。

以上のとおりヒノキはすべてろう脂病にかかっている

ばかりでなく徳利病や根曲がりも多い。しかしこの調査

地ではヒノキの病状があま．りひどくないのでサワラとあ

まり違わない成長を示しているが，病状がひどくなれば

当然成長の違いも大きくなると思われる。一方このよう

な幹の形質の差は用材として伐採利用する場合，ヒノキ

の曲がりや徳利病の部分は打ち出しをしなければならな

いから，サワラに比べて用材としての利用価値は低くな

る。

なお，ここで古世代のヒノキとサワラの発現状況につ

いて見ると，ヒノキよりサワラのほうが広い地域にわた

って分布し，ヒノキはメタセコイヤと混ずることはまれ

であるが，サワラはメタセコイヤと混じていることが多

－
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昭和44年度林業試験研究報告

林野庁昭46年6月B5版203P

本報告書は，都道府県林業試験指導機関助成試験のう

ちのメニュー課題および農林水産特別研究費による試験

研究の昭和44年度に完了したものの成果を中心に，なお

継続中の課題についてもその経過を寮とめたもの。

44年度に完了した研究課題をあげると，

（1）民有林における森林の施業と成長に関する研究

（山形県ほか2県林試）

（2）空中写真の濃度解析による機械的森林資源調査法

の研究（社団法人日本林業技術協会中曽根武夫）

（3）スギの競争効果に関する統計遺伝学的研究（国立

遺伝学研究所酒井寛一）

Q)スミシアウイルスによるマツカレハ防除試験（岩

手県ほか6県林試）

（5）マツくいむしの加害対象木に関する研究（山形県

ほか15県林試）

⑥集材機用簡易索張りに対する簡易検定法に関する

試験（山形県ほか7県林試）

（7）コンクリーI､型枠用合板の表面処理に関する研究

東大南享二他）

（8）急勾配野渓における治山堰堤の洗掘に関する研究

（東京農工大伏谷伊一）

（配付先都道府県林務部課同林試国立林試各

営林局）

集材機を中心とした機械システムの特性

最適化プログラムの作成

最適化の実施

最適化の計算例

結論

（配付先都道府県林試各営林局）

７
８
９
０
１
１
１

』

↓

一

林業試験場研究報告No.236

農林省林業試験場1971.5月B5版127P

北海道におけるトドマツノハダニの生態

秋田米治

カラマツ先枯病に関する研究I

佐藤邦彦，横沢良憲，庄司次男，小島忠三郎

カラマツ先枯病菌の培地上における胞子形成

伊藤一雄，林弘子

（研究資衆、

樹脂流量のことなるクロマツ立木における頂芽の可

溶性

蛋白質の電気泳動パターン（英文）斎藤明

キクイムシ科の研究第8報（英文）野渕輝

（配付先都道府県林試各営林局）

林業試験場研究報告No.237

農林省林業試験場1971.6月B5版219P

上田実，柴田順一集材用主索の実用数値表が集録さ

れていて

1．計算因子

2．算定式

3．設計ならびに検定要領

4．使用法等がまとめられている。

（配付先都道府県林試各営林局）

－

◇

林業試験場研究報告No.235

農林省林業試験場1971.3月B5版205P

伐木，造材，集材システムの最適化に関する研究（第

1報）渡辺茂，白井明，辻隆道，桑原正明，柴田順一，

上田実，渡辺庄三郎，石井邦彦

目次

1．序論

2．従来の研究の検討

3．蝦適化の基礎

4．目的関数の構成

5．作業時間の算出

6．作業壁の算定

× × ×

× × ×

－38－



と
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
言
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
曼
三
順

Ⅱ

伽
か
方
と
あ
‐
も
デ
イ
の
成
の
，
ど
は
岬

州
綴
る
ル
が
、
ノ
る
，
ラ
ら
で
業
る
の
で
叩

嘩
嘩
や
織
御
娃
擁
極
郵
荏
灸
準
艤
傘
麺

埜
唾
棒
砕
帆
韮
細
鍍
唾
桝
轆
癖
蝿
辨
識

伽
過
ク
ラ
と
タ
商
り
る
絡
れ
も
わ
イ
参
叩

の
イ
。
期
期
パ
の
回
れ
包
さ
き
れ
う
も
卿

卜
蝉
鍔
侭
譲
犀
搾
解
紳
》
》
》
》
搾
凱
》

一
端
一
ク
極
報
釧
諏
匪
柿
垂
澤
垂
乙
識
詠
紅
柳

ノ
龍
砕
塗
奎
噸
蝿
函
伶
》
か
妙
抽
諦
か
斌
鍔
帆

出
の
手
期
に
と
す
な
っ
イ
つ
り
れ
品
か
。
艸

代
語
誰
準
雫
癖
辮
鋤
糎
準
認
識
壼
唾
綜
蝉
麺
辨
柳

品
る
な
に
，
衰
ら
の
ル
イ
セ
査
指
木
あ
ょ
州

現
用
識
癖
勧
蝿
永
期
議
舞
や
唾
。
非
職
水
娠
嘩
唖
伽

Ⅱ
成
判
も
‘
よ
熟
と
イ
サ
く
の
こ
シ
産
段
い
叩

ら
法
は
る
成
の
ザ
フ
多
長
卜
林
の
な
肌Ⅲ
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梁
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Ⅲ
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ご篭宝
I

庭
の
生
態
系

今
年
の
春
、
わ
が
家
の
庭
の
芝
生
の
芽
出
し
が
あ
ま
り
悪
る
い
の
で
、
土
を
掘
り
返
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
ヒ
メ
コ
ガ
ネ
の
幼
虫
（
根
切
り
虫
）
が
ぞ
く
ぞ
く
出
て
き
た
。
幼
虫

は
、
頭
に
一
撃
を
加
え
て
土
の
う
え
に
放
り
出
し
て
お
い
た
が
、
わ
た
く
し
が
家
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
に
、
一
羽
の
ス
ズ
メ
が
庭
に
降
り
て
き
て
、
そ
れ
を
さ
か
ん
に
つ
い
ば
ん

で
い
る
。
午
後
も
土
掘
り
を
し
た
が
、
わ
た
く
し
が
休
む
と
す
ぐ
ス
ズ
メ
が
降
り
て
く

る
。
幼
虫
を
口
に
含
ん
で
は
、
一
直
線
に
隣
家
の
屋
根
の
方
へ
飛
ん
で
い
く
。
お
そ
ら
く

雛
を
育
て
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
一
羽
の
ス
ズ
メ
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
庭
に
来

て
は
、
芝
生
の
間
か
ら
餌
を
探
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

ネ
コ
の
額
ほ
ど
の
大
き
さ
も
な
い
、
狭
い
庭
で
あ
る
が
、
サ
ワ
ラ
、
モ
チ
ノ
キ
、
カ
エ

デ
な
ど
に
混
じ
っ
て
一
本
の
イ
ヌ
ッ
ゲ
が
植
わ
っ
て
い
る
。
夏
に
な
る
こ
ろ
、
葉
の
茂
承

が
．
い
く
ら
か
す
け
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
茶
色
に
な
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、
虫
が
葉
を
つ
づ
っ

て
食
っ
て
い
る
ら
し
い
。
黒
緑
色
の
小
さ
な
糞
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
葉
の
茂
み
を
ト
ン

ト
ン
た
た
く
と
、
、
皿
か
ら
妬
函
く
ら
い
の
、
黒
い
シ
マ
模
様
の
あ
る
シ
ャ
ク
ト
リ

ム
シ
が
、
一
斉
に
糸
を
引
き
な
が
ら
落
ち
て
き
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
大
発
生
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
た
い
へ
ん
。
ほ
っ
て
お
い
て
は
丸
ぽ
う
ず
に
さ
れ
て
し
ま
う
ぞ
。
」

わ
た
く
し
は
、
あ
わ
て
て
殺
虫
剤
を
取
り
に
行
こ
う
と
思
っ
た
が
、
考
え
て
承
る
と
、

こ
の
虫
は
去
年
も
お
と
と
し
も
、
こ
の
イ
ヌ
ッ
ゲ
に
結
構
た
く
さ
ん
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
丸
ぽ
う
ず
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
様
子
を
見

る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
か
ら
幾
日
か
た
っ
た
あ
る
日
、
な
に
げ
な
く
窓
か
ら
庭
を
見
て
い
る
と
、
一
羽
の

ス
ズ
メ
が
イ
ヌ
ッ
ゲ
の
茂
承
の
中
に
入
り
込
ん
で
、
な
に
や
ら
さ
か
ん
に
探
し
も
の
を
し

て
い
る
。
そ
れ
は
例
の
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
だ
っ
た
。
一
匹
つ
か
ま
え
て
は
、
芝
生
の
踏
石

へ
降
り
て
き
て
、
口
を
も
ご
も
ご
さ
せ
な
が
ら
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
を
の
ゑ
込
む
。
そ
し
て

ま
・
た
イ
ヌ
ッ
ゲ
の
茂
承
に
も
ぐ
り
込
む
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
が

シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
を
つ
か
ま
え
て
団
子
に
し
て
い
る
し
、
ヒ
メ
バ
チ
や
コ
マ
ュ
バ
チ
な
ど

の
天
敵
も
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
シ
・
ヤ
ク
ト
リ
ム
シ
も
イ
ヌ
ッ
ゲ
を
丸
ぽ
う

ず
に
は
で
き
ま
い
。

人
工
の
見
本
ふ
た
い
に
思
え
た
、
小
さ
な
庭
の
生
態
系
の
中
で
も
、
一
つ
の
バ
ラ
ン
ス

が
で
き
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
庭
の
落
葉
な
ど
も
焼
く
の
は
や
め
て
自
然

に
ま
か
せ
よ
う
、
と
思
っ
た
。
（
Ｎ
生
）

《
９
６
”
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支部だより
も～…～－ﾄー

秋は紅葉の草津で.／

燃えるような紅葉，澄みきった青空，草津にこういう

季節が訪ずれるのも間近です。紅葉に染まる白根山の麓

日林協草津寮で秋の一日をお楽し承下さい。

その他冬はスキー，春は新緑，夏は避暑地と四季折盈

にそのすばらしさを味あわせてくれます。

利用料金1300円（1泊2食付･）

宿泊申込先日本林業技術協会総務課

し東北ならびに奥羽支部連合会総会q

8月3日～4日山形市，山形大学教育学部において林

学会東北支部との共催で開催。本部より小田専務理事が

出席。総会のあと林業映画の上映，会員研究発表会，現

地見学等が行なわれた。
型
１

タ

複製写真の単価

昭和46年度の空中写真の複製単価は下表のとおり改

訂されましたのでお知らせ申し上げ童す。荷造り，送料

は含まれていません。実費を申し受けますも

I

へ

複製写真単価表
－

、

価種 類｜規格単
密着写真

〃（広角）

全紙伸写真

ポジフィルム

〃（広角）

縮小標定図

複製標定写真図

引伸(大伸)写真
〃

〃

〃

判読資料用部分伸

18×18

23×23

2．5倍伸45×45

18×18

23×23

縮尺1/100,000

縮尺1/50,000

3倍54×54

4倍72×72

4.5倍81×81

5倍90×90

10×102枚1対

165

190

670

690

760

155

550

1,960

2,140

2,490

2,775

350

し林業技術編集委員会ぐ

8月12日（木）本会会議室において開催

出席者？浅川，熊崎，中野真人，中村，西口の各委員

と本会から小田，堀,吉岡,八木沢,石橘,橘

《
毎
ａ鯵編集室から。‘驚麓職駕箕：

と覚悟していたら，気象庁の長期予報によれば，夏は終

わった,残暑はなしに秋になろうとのこと,一応眉につば

をつけて聞かねばなるまいが,北国の冷害が心配される。

しこの夏東京周辺の農村ではキャベツの値段が暴落

し，始末に困ってトラクタで踏象つぶしてしまうような

ことまでした。お蔭で？，都内では，ただのキャベツを

せしめた人もたくさんいたようだ。ところで林業では木

材価格が低落したからといって，切り捨てにしたり，床

柱用にどうぞ一本お持ち下さいなどとやる馬鹿はいな

い。放っておいても腐らないどころか．．･･･ここらが林

業の強味でもあり，曲がりかどだ.／危機だ.／といって

も一般の人燕にはピンとこないところなのだろう。い農

用林とか自家用林という言葉があった？現にそれらし

き木立を持っている家もあり，一昔前には，息子の家を

建てるの，なんのといってば切ったりしていたが，今で

はそんなこともなくなったようだ。建築屋がきてさっさ

と家は建てていくが山を切ったという話は聞かない。外

材も新建材もだつぶり使ってあることだろう。山持ちに

してこうである。物資の流通動向も，人盈の消費感覚も

ずいぶん変わってきたものだ。（八木沢）

典
垂
■
。
□
■
■
画
■
▼
９
凸
ｈ
《
《
↑

昭和46年9月10日発行

林業技術第354号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所合同印刷株式会社
一一一一一一一一－一へ串～～へ

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号10の
冠諾（261）5281（代)－5
虚替東京60448番）
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＝

三 三

＝

第19回林業写真コンクール作品募集一
＝

＝

＝ ＝

主 催日本林業技術協会

後援農林省・林野庁（申請中）
＝

＝

言 1．ねらい冒
三 ＝
＝ ＝

＝

三森林はわれわれの日常に欠くことのできない存在である。それは木材生産の場であることのほか，国土をま三
三 三

三もり，水を供給し，空気を清浄にする。そこにはいろいろな動植物が生育し生態系をつくる。そしてレクリニニ
三 三

二一シ重ンの場所を都市生活者に提供する。われわれはこのような森林の多面的な機能をカメラを通して，その三
三 三

言よさをさらに認識する必要があろう。.写真＝ンクールのねらいもここにある。 、三

曼

言 2．題材三
三 ＝＝？

三○森林の生態（森林の景観・森林動植物の生態・森林被害など)，○林業の技術(森林の育成一二育苗。植皇
＝ ＝

栽・保育等一・木材生産・木材利用など)，○農山村の実態（生活'･風景など）三：＝

＝

言
呂＝

三 3．応募規定
呂＝

三

三○作品：一枚写真（白黒，四ツ切)，これは従来の第1部写真であり，このたびは第2部（組写真)，第3三
＝ 三

三

薑部（幻灯スライド・ポジカラーフィルム1枚写真）ほ募集しない。＝
三

皇○応募資格：作品は自作に限る。応募者ば職業写真家でないこと。
＝＝

＝

三 ○応募点数:制限しない。＝
＝

皇○記載事項：①題名，②撮影者（住所・氏名・年齢・職業)，③内容説明，④撮影場所，⑤撮影年月日，三
三 三

三⑥撮影データ，など。
＝

皇○締切：昭和釘年2月末日（当日消印のものを含む)。
＝

皇○送り先：東京都千代田区六番町7日本林業技術協会第19回林業写真コンクール係｡
三

三○作品の帰属およびネガの提出：入賞作品の版権は主催者に属し，応孫作品は返却しない。作品のネガは入賞曼
三 三

雪発表と同時に提出のこと。三
＝

暑○審査員(順不動,敬称略):島田謹介(写真家)，八原昌元(明星ラーメン株式会社)，小笠原正男(林野庁言
＝ 三

蕊
薑佳作20点，記念品＝

3席までの入選者には副賞を贈呈する。同一者が2点以上入選した場合は席位はつけるが，賞金・副賞は高昌
＝

＝：
＝

薑 位の1点のみとする。三
三 ＝
三
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